
計画の区分： 研究科の専攻の設置又は課程の変更

　　　　　　　　　　　　看護先進科学専攻（博士課程）

　　　３　大学番号の欄については，平成２９年３月３１日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

　　　　　報告書等の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（◇◇学部（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　ｅ－mail　　houki.adm@tmd.ac.jp

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　職名・氏名　　副課長
フクカチョウ

　霧島
キリシマ

　眸
ヒトミ

　　　電話番号　　０３－５８０３－５００６

　　　（夜間）　　０３－５８０３－５００６

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０３－５８０３－０２７３

　作成担当者

　　担当部局（課）名　学長戦略企画課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【事前伺い】設置に係る設置計画履行状況報告書

国立大学法人　東京医科歯科大学　　　
平成３０年５月１日現在

[平成２６年度設置］

　　　　　　　　　　　　　　　注１

東京医科歯科大学大学院　保健衛生学研究科

大学番号：０００
注３
大学番号：０２３

注３

事前伺い



＜看護先進科学専攻（博士課程）＞

目次

保健衛生学研究科

ページ

１．調査対象大学等の概要等　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　１

２．授業科目の概要　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　５

３．施設・設備の整備状況、経費　・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１５

４．ＡＣ対象学部等を含む大学等の状況　・・・・・・・・・・・・・・・　１６

５．教員組織の状況　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１８

６．留意事項等に対する履行状況等　・・・・・・・・・・・・・・・・・　３７

７．その他全般的事項　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　３９



設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ フ リ ガ ナ ） （ フ リ ガ ナ ）

氏　　　名 氏　　　名

（現職就任年月） （現職就任年月）

オオヤマ　タカシ ヨシザワ　ヤスユキ

大山　喬史 吉澤　靖之

（平成20年4月） （平成26年4月）

イノウエ　トモコ
ホンダ　アキコ
トヅカ　ミノル

井上　智子
本田　彰子
戸塚　実

（平成23年4月）
（平成29年4月）
（平成26年4月）

（２） 大　学　名

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国立大学法人　東京医科歯科大学

　　　〒１１３－８５１０

（３） 大学の位置

研究科長

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　東京都文京区湯島１－５－４５

　　　（例）平成２９年度に報告済の内容　→（29）

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

研究科長交代のため
平成26年4月1日（26）
研究科長交代のため
平成29年4月1日（29）

理 事 長

学　　長

職　　名

　　　　ください。

前学長任期満了のため
平成26年4月1日（26）

（４） 管理運営組織

　　　　記入してください。

　　　　東京医科歯科大学大学院

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成３０年度に報告する内容　→（30）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。
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年 人 人

報告年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

35 － 26 － 23 － 18 － 14 －

(9) (　-　) (5) (　-　) (6) (　-　) (5) (　-　) (3) (　-　)

[1] [ - ] [ － ] [ - ] [ － ] [ - ] [ - ] [ - ] [ 1 ] [ - ]

34 － 23 － 21 － 17 － 14 －

(9) (　-　) (5) (　-　) (5) (　-　) (5) (　-　) (3) (　-　)

[1] [ - ] [ － ] [ - ] [ － ] [ - ] [ - ] [ - ] [ 1 ] [ - ]

15 － 15 － 14 － 15 － 11 －

(1) (　-　) (3) (　-　) (2) (　-　) (4) (　-　) (3) (　-　)

[1] [ - ] [ － ] [ - ] [ － ] [ - ] [ - ] [ - ] [ 1 ] [ - ]

15 － 14 － 14 － 14 － 9 －

(1) (　-　) (3) (　-　) (2) (　-　) (4) (　-　) (2) (　-　)

[1] [ - ] [ － ] [ - ] [ － ] [ - ] [ - ] [ - ] [ 1 ] [ - ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　・　「社会人」については，認可申請書において貴学が定める社会人の定義に従って記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

1.15 1.07

[ 　 - 　 ]

志願者数

受験者数

合格者数

平成２７年度

Ｂ　 入学者数

Ａ　 入学定員

平成２６年度

(　-　) (　-　)

　　　・ （　 ）内には，社会人の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

保健衛生学関係
（看護学関係）

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号
　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

1.07

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。

13 13

[ 　 - 　 ]

平成２９年度

[ 　 - 　 ]

平成３０年度 平均入学
定員

超 過 率
備考

　　看護先進科学専攻

(　-　)

　　　・学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

　（５）－②　調査対象研究科等の入学者の状況

平成２８年度

　　（博士課程）

（注）・「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。
　　　・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

基礎となる学部等

医学部保健衛生学
科看護学専攻

博士（看護学）

　保健衛生学研究科 5 13 65

　（５）－①　調査対象研究科等の名称等

調査対象研究科等
の名称（学位）

設 置 時 の 計 画
備　　考

修業年限 入学定員 収容定員

学位又は学科の
分野

（５）　調査対象研究科等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　様式は，平成２８年度開設の博士後期課程の場合（平成３０年度までの３年間）ですが，開設年度・

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が２年以下の場合には欄を削除し，４年以上の場合

　　　　には，欄を設けてください。）

1.01倍

1.07 0.69

13 13

(　-　) (　-　)

[ 　 - 　 ] [ 　 - 　 ]

13
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報告年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

15 ― 14 ― 14 ― 14 ― 9 ―

[ 1 ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ 1 ] [ ― ]

（ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ）

14 ― 15 ― 14 ― 14 ―

[ 1 ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

（ ― ） （ ― ） （ 1 ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ）

13 ― 14 ― 15 ―

[ 1 ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

（ ― ） （ ― ） （ 1 ） （ ― ） （ 1 ） （ ― ）

13 ― 13 ―

[ 1 ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

（ ― ） （ ― ） （ 1 ） （ ― ）

11 ―

[ 1 ] [ ― ]

（ ― ） （ ― ）

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　転入学生も含めて記入してください。その際，備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

備　　　　　考

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　（５）－③　調査対象研究科等の在学者の状況

平成２８年度

３年次

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。

２年次

平成２６年度

４年次

平成２７年度

１年次

[　 1　 ]

平成２９年度 平成３０年度

５年次

計

15 28 42 55

[　 1　 ]

平成26年度入学者
２名が、H30.3.22
付で４年次修了
（30）

62

[　 1　 ] [　　2　 ]

（　　－　 ） （　　－　 ） （　　1　 ） （　　1　 ） （　　2　　）

[　 1　 ]
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学者数（a）

入学した年度

15 人 1 人 平成２６年度 1 人 0 人 学生個人の心身に関する事情

平成２６年度 0 人 0 人

平成２７年度 0 人 0 人

平成２６年度 0 人 0 人

平成２７年度 1 人 0 人 学生の進路変更のため

平成２８年度 0 人 0 人

平成２６年度 0 人 0 人

平成２７年度 0 人 0 人

平成２８年度 0 人 0 人

平成２９年度 0 人 0 人

平成２６年度 0 人 0 人

平成２７年度 0 人 0 人

平成２８年度 0 人 0 人

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 0 人 0 人

202 人 2 人

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合
【平成２６年度】

平成２６年度の退学者数（ａ） 1
平成２６年度の在学者数（ｂ） 15

【平成２７年度】

平成２７年度の退学者数（ａ） 0
平成２７年度の在学者数（ｂ） 28

【平成２８年度】

平成２８年度の退学者数（ａ） 1
平成２８年度の在学者数（ｂ） 42

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 0
平成２９年度の在学者数（ｂ） 55

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 62

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

1人42

平成３０年度 62 人 0

人

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成２６年度

平成２８年度

平成２９年度 55

退学者数

在学者数（b）
内訳

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

人

0

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。　

合　　計

人

人

　　　・　在学者数や退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

主な退学理由

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の在学者数については，該当年度に在学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　内訳については，退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　　　ありません。）

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

=

=

=

=

=

=

=

= 0 ％

0 ％

2.38 ％

0 ％

= = 6.66 ％

平成２６年度

平成２７年度 28 人 0 人
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必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1,2前 2 1 2 1,2前 2 0 2 0

1,2後 2 1 1,2後 2 0 2

1,2前 2 1 1 1 1,2前 2 0 0 2

1,2後 2 1 1 1,2後 2 0 2 0

2,3,4前 4 1 1 1 2,3,4前 4 0 0 2

1,2前 2 1 1 1 1,2前 2 1 1 2

1,2前 2 1 1 1,2前 2 1 1

2,3,4通 4 1 1 2,3,4通 4 1 0

1,2後 2 1 1 1,2後 2 1 2

1,2後 2 1 1,2後 2 1

2,3,4前 4 1 2,3,4前 4 1

1,2前　 　 2 　 1 1 1 　 1,2前　 　 2 　 1 1 0 1

1,2後　 　 2 　 1 1 　 　 1 1,2後　 　 2 　 1 0 0 0

1,2後 　 2 　 1 1 　 　 3 1,2後 　 2 　 1 0 0 　 　 3

1,2後 2 1 1 4 1,2後 2 1 0 0 3

1,2 6 1 1 1,2 6 0 1 1 0 1

2,3,4前 4 1 1 1 2,3,4前 4 1 1 1

1,2前 2 1 4 1,2前 2 1 0 0 0

1,2前 2 1 1 6 1,2前 2 1 1 0 0

1,2前 2 1 1 1 1,2前 2 1 1 0

1,2前 2 1 1 2 1,2前 2 1 1 0

1,2後 2 1 1 2 1,2後 2 1 1 0

1,2後 2 1 1 1,2後 2 1 0

1,2 6 1 1 1,2 6 0 1 1 0 7

2,3,4前 4 1 1 2,3,4前 4 1 1

1,2前 2 1 1 1 1,2前 2 0 1 1 0

1,2前 2 1 1 1 1,2前 2 0 1 0 0

1,2前 2 1 1 1,2前 2 0 1 0

1,2前 2 1 1 1,2前 2 0 1 0

1,2後 2 1 1 2 1,2後 2 0 1 1 3

1,2後 2 1 1 1 1,2後 2 0 1 0 0

1,2 6 1 1,2 6 0 0 1

2,3,4前 4 1 1 1 2,3,4前 4 0 1 0 0

1,2前 2 1 1 1 1,2前 2 1 0 1 1

1,2通　 　 2 　 1 1 　 　 1,2通　 　 2 　 1 0 1

1,2後　 　 2 　 1 1 　 　 3 1,2後　 　 2 　 1 0 1 　 0

1,2通　 　 2 　 1 1 　 　 1 1,2通　 　 2 　 1 0 1 2

2,3,4後　 　 4 　 1 1 　 　 2,3,4前 　 4 　 1 0

1,2前 2 1 1 1 1,2前 2 1 0 1 0 0

1,2後 2 1 1 1 1,2後 2 1 0 1 0 0

2,3,4後 4 1 1 2,3,4後 4 1 0 1

1,2前 2 1 1 2 1,2前 2 0 1 0 9

1,2前 2 1 1 2 1,2前 2 1 1 1 0 0

1,2前 2 1 1 1 1,2前 2 1 1 1 0 0

1,2後 2 1 1 6 1,2後 2 1 1 1 0 6

1,2後 2 1 1 2 1,2後 2 1 1 1 0 7

1,2後 2 1 1 1,2後 2 1 1 1 0

1,2 6 1 1 1,2 6 0 1 1 0

2,3,4後 4 1 1 2,3,4後 4 0 1 0

在
宅
が
ん
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
看
護
学

在宅ケア看護学特論Ａ

がんエンドオブライフケア看護学演習Ａ　

がんエンドオブライフケア看護学特論Ｂ

がんエンドオブライフケア看護学演習Ｂ

がんエンドオブライフケア看護学実習

がんエンドオブライフケア看護学特論

在宅ケア看護学演習Ａ

リプロダクティブヘルス看護学特論

在宅ケア看護学特論

看護病態生理学

がんエンドオブライフケア看護学特論Ａ－1

がんエンドオブライフケア看護学特論Ａ－2

小児・家族発達看護学特論Ｂ

小児・家族発達看護学演習Ｂ

小児・家族発達看護学実習

小児・家族発達看護学特論

リプロダクティブヘルス看護学特論Ａ

小児・家族発達看護学特論Ａ－１

小児・家族発達看護学演習Ａ－１

小児・家族発達看護学特論Ａ－２

小児・家族発達看護学演習Ａ－２

リプロダクティブヘルス看護学特論Ｂ

リプロダクティブヘルス看護学演習Ｂ

リプロダクティブヘルス看護学演習Ａ

臨
床
看
護
開
発
学

臨
床
看
護
開
発
学

先
端
侵
襲
緩
和
ケ
ア
看
護
学

先端侵襲緩和ケア看護学特論Ａ

先端侵襲緩和ケア看護学演習Ａ

先端侵襲緩和ケア看護学特論Ｂ

先端侵襲緩和ケア看護学演習Ｂ

先端侵襲緩和ケア看護学実習

在宅ケア看護学演習Ａ

先端侵襲緩和ケア看護学特論

在
宅
が
ん
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
看
護
学

精神保健看護学特論Ａ－１

精神保健看護学特論Ａ－２

精神保健看護学演習Ａ

精神保健看護学特論Ｂ－１

精神保健看護学特論Ｂ－２

リプロダクティブヘルス看護学特論Ｂ

精神保健看護学実習

精
神
・
人
間
発
達
看
護
学

精神保健看護学特論

がんエンドオブライフケア看護学特論

がんエンドオブライフケア看護学実習

在宅ケア看護学特論Ａ

がんエンドオブライフケア看護学演習Ｂ

がんエンドオブライフケア看護学演習Ａ　

がんエンドオブライフケア看護学特論Ｂ

がんエンドオブライフケア看護学特論Ａ－2

在宅ケア看護学特論

看護病態生理学

がんエンドオブライフケア看護学特論Ａ－1

小児・家族発達看護学特論

リプロダクティブヘルス看護学特論Ａ

リプロダクティブヘルス看護学特論

小児・家族発達看護学演習Ａ－１

小児・家族発達看護学特論Ａ－２

小児・家族発達看護学演習Ａ－２

小児・家族発達看護学特論Ｂ

リプロダクティブヘルス看護学演習Ｂ

リプロダクティブヘルス看護学演習Ａ

精神保健看護学特論Ｂ－２

精神保健看護学演習Ｂ

精神保健看護学実習

精神保健看護学特論

小児・家族発達看護学特論Ａ－１

小児・家族発達看護学実習

地域保健看護学特論Ａ

地域保健看護学演習Ａ

地域保健看護学特論

地域健康増進看護学特論Ａ

地域健康増進看護学演習Ａ

地域健康増進看護学特論

看護ケア技術開発学特論Ａ

看護ケア技術開発学演習Ａ

看護ケア技術開発学特論Ｂ

看護ケア技術開発学演習Ｂ

看護ケア技術開発学特論

看
護
ケ
ア
技
術
開
発
学

看護ケア技術開発学特論Ａ

看護ケア技術開発学演習Ａ

看護ケア技術開発学特論Ｂ

看護ケア技術開発学演習Ｂ

ヘ

ル

ス

プ

ロ

モ
ー

シ

ョ
ン

看

護

学

ヘ

ル

ス

プ

ロ

モ
ー

シ

ョ
ン

看

護

学

看護ケア技術開発学特論

地域保健看護学特論Ａ

地域保健看護学演習Ａ

地域保健看護学特論

地域健康増進看護学特論Ａ

基
盤
看
護
開
発
学

地域健康増進看護学演習Ａ

地域健康増進看護学特論

精神保健看護学特論Ａ－１

精神保健看護学特論Ａ－２

精神保健看護学演習Ａ

先
端
侵
襲
緩
和
ケ
ア
看
護
学

先端侵襲緩和ケア看護学演習Ｂ

先端侵襲緩和ケア看護学実習

先端侵襲緩和ケア看護学特論

精
神
・
人
間
発
達
看
護
学

小児・家族発達看護学演習Ｂ

精神保健看護学特論Ｂ－１

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

２　授業科目の概要

＜保健衛生学研究科　看護先進科学専攻（博士課程）＞

【認可時又は届出時】

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

先端侵襲緩和ケア看護学特論Ａ

先端侵襲緩和ケア看護学演習Ａ

先端侵襲緩和ケア看護学特論Ｂ

精神保健看護学演習Ｂ

基
盤
看
護
開
発
学

授業科目の名称

配
当
年
次

兼
任
・
兼
担

科目
区分

【平成３０年度】

看
護
ケ
ア
技
術
開
発
学

科目
区分

（１）ー① 授業科目表

5



必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1,2前 2 1 1 2 1,2前 2 1 0 0

1,2後 2 1 1 1 1,2後 2 1 0 0

2,3,4通 4 1 1 2,3,4通 4 1 0

1,2前 2 1 1 1,2前 2 0 1 1 2

1,2後 2 1 1 1,2後 2 0 1 0

1,2前 2 1 1,2前 2 0 1 1

1,2後 2 1 1,2後 2 0 1 1

2,3,4通 4 1 2,3,4通 4 0 1

1,2前 2 1 1 1 1 1,2前 2 1 0 0 0

1,2通 2 1 1 2 1,2通 2 1 0 0

1,2後 2 1 1 1 1,2後 2 1 0 0

1,2後 2 1 1 1 1,2後 2 1 0 0

1,2 6 1 1 1,2 6 0 1 0

2,3,4前 4 1 1 1 1 2,3,4前 4 1 0 0 0

1,2前 2 5 1,2前 2 1 9

1,2前 2 1 1,2前 2 12

1,2前 2 3 1 3 1,2前 2 2 2 2

1,2前 2 1 4 1,2前 2 0 1 7

1,2後 2 1 4 1,2後 2 0 1 5

1,2後 2 6 1,2後 2 5 1

1,2前 2 1 1,2後 2 1 1

1,2後 2 3 3 1,2後 2 3 4

1,2後 2 1 1 1,2後 2 1 0 1

1,2後 1 1 1 1,2前 1 1 3

1,2後 1 1 1 1,2後 1 2 2

1～5 2 11 1 1～5 2 7 6 3 1

1～5 2 11 1 1～5 2 7 6 3 1

1～5 12 11 7 1～5 12 11 7

1～2 4 7 6 3

3～5 8 7 6 3

看護研究方法論（国際比較研究）

看護研究方法論（グランデッドセオリー）

インディペンデントスタディＡ

インディペンデントスタディＢ

特別研究

看護研究方法論（国際比較研究）

看護研究方法論（グランデッドセオリー）

特別研究

共
通
科
目

医療情報学

病因・病態解析学

看護学研究法特論

看護管理学特論

看護政策学特論

家族看護学特論

看護情報統計学特論

看護教育学特論

国際看護研究方法論

高齢社会看護ケア開発学特論Ｂ

高齢社会看護ケア開発学演習Ｂ

高齢社会看護ケア開発学実習

高齢社会看護ケア開発学特論

看護システムマネジメント学特論Ａ

看護システムマネジメント学特論Ｂ

看護システムマネジメント学演習Ａ

看護システムマネジメント学演習Ｂ

看護システムマネジメント学特論

高齢社会看護ケア開発学特論Ａ

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

先
導
的
看
護
シ
ス
テ
ム
開
発
学

国
際
的
看
護
シ
ス
テ
ム
開
発
学
高
齢
社
会
看
護
ケ
ア
開
発
学

国際看護開発学特論Ａ

国際看護開発学演習Ａ

科目
区分

授業科目の名称

国際看護開発学特論

高齢社会看護ケア開発学演習Ａ

国際看護開発学特論Ａ

国際看護開発学演習Ａ

先
導
的
看
護
シ
ス
テ
ム
開
発
学

国
際
的
看
護
シ
ス
テ
ム
開
発
学

国際看護開発学特論

看護システムマネジメント学特論Ａ

看護システムマネジメント学特論Ｂ

看護システムマネジメント学演習Ａ

看護システムマネジメント学演習Ｂ

看護システムマネジメント学特論

高
齢
社
会
看
護
ケ
ア
開
発
学

高齢社会看護ケア開発学特論Ａ

高齢社会看護ケア開発学演習Ａ

高齢社会看護ケア開発学特論Ｂ

高齢社会看護ケア開発学演習Ｂ

高齢社会看護ケア開発学実習

高齢社会看護ケア開発学特論

科目
区分

授業科目の名称

共
通
科
目

医療情報学

病因・病態解析学

看護学研究法特論

看護管理学特論

看護政策学特論

家族看護学特論

看護情報統計学特論

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

インディペンデントスタディＡ

インディペンデントスタディＢ

看護教育学特論

国際看護研究方法論
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必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1,2前 2 1 2 2 1,2前 2 1 2 0

1,2後 2 1 2 1,2後 2 1 2

1,2前 2 1 0 2 1,2前 2 1 0 2

1,2後 2 1 2 0 1,2後 2 1 2 0

2,3,4前 4 1 0 2 2,3,4前 4 1 0 2

1,2前 2 1 0 0 1,2前 2 1 1 3

1,2前 2 1 1 1,2前 2 1 0

2,3,4通 4 1 0 2,3,4通 4 1 0

1,2後 2 1 1 1,2後 2 1 0

1,2後 2 1 1,2後 2 1

2,3,4前 4 1 2,3,4前 4 1

1,2前　 　 2 　 1 0 1 0 1,2前　 　 2 　 1 0 1 0

1,2後　 　 2 　 1 0 1 0 1,2後　 　 2 　 1 0 1 0

1,2後 　 2 　 1 0 1 　 　 3 1,2後 　 2 　 1 0 1 　 　 3

1,2後 2 1 0 1 4 1,2後 2 1 0 1 4

1,2 6 0 1 0 1 1,2 6 0 1 0 1

2,3,4前 4 1 0 0 2,3,4前 4 1 0 0

1,2前 2 2 1 7 1,2前 2 2 0 7

1,2前 2 1 1 1 7 1,2前 2 1 1 1 8

1,2前 2 1 1 1 1,2前 2 1 1 1

1,2前 2 1 1 2 1,2前 2 1 1 1

1,2後 2 0 1 2 1,2後 2 0 1 2

1,2後 2 1 0 1,2後 2 1 0

1,2 6 0 1 1 1 9 1,2 6 0 1 1 1 9

2,3,4前 4 1 0 2,3,4前 4 1 0

1,2前 2 1 1 0 1,2前 2 1 1 0

1,2前 2 1 1 0 1,2前 2 1 1 0

1,2前 2 1 1 1,2前 2 1 0

1,2前 2 1 0 1,2前 2 1 0

1,2後 2 1 1 2 1,2後 2 1 1 0

1,2後 2 1 1 0 1,2後 2 1 1 0

1,2 6 0 1 1,2 6 0 1

2,3,4前 4 1 1 0 2,3,4前 4 1 1 0

1,2前 2 1 0 1 3 1,2前 2 1 0 1 3

1,2通　 　 2 　 1 0 1 1,2通　 　 2 　 1 0 1

1,2後　 　 2 　 1 0 1 　 2 1,2後　 　 2 　 1 0 1 　 3

1,2通　 　 2 　 1 0 1 　 　 1 1,2通　 　 2 　 1 0 1 　 　 1

2,3,4前 　 4 　 1 0 2,3,4前 　 4 　 1 0

1,2前 2 1 0 1 0 1,2前 2 1 0 1 0 0

1,2後 2 1 0 1 0 1,2後 2 1 0 1 0 0

2,3,4後 4 1 0 2,3,4後 4 1 0 1

1,2前 2 0 1 0 9 1,2前 2 0 1 0 8

1,2前 2 1 1 1 0 3 1,2前 2 1 1 2 0 1

1,2前 2 2 1 1 1 1,2前 2 2 1 1 0 1

1,2後 2 2 1 1 6 1,2後 2 2 1 1 0 5

1,2後 2 1 1 1 6 1,2後 2 1 1 1 0 5

1,2後 2 1 1 1 1,2後 2 1 1 1 0

1,2 6 0 1 1 0 1 1,2 6 0 1 1 0

2,3,4後 4 0 1 0 2,3,4後 4 0 1 0

科目
区分

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数

【平成２６年度】 【平成２７年度】

兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置専任教員等の配置

看護ケア技術開発学特論Ｂ

地域保健看護学特論

地域健康増進看護学特論Ａ

地域健康増進看護学演習Ａ

看護ケア技術開発学演習Ｂ

看護ケア技術開発学特論

ヘ

ル

ス

プ

ロ

モ
ー

シ

ョ
ン

看

護

学

地域保健看護学特論Ａ

地域保健看護学演習Ａ

看
護
ケ
ア
技
術
開
発
学

看護ケア技術開発学特論Ａ

先端侵襲緩和ケア看護学特論Ｂ

先端侵襲緩和ケア看護学演習Ｂ

先端侵襲緩和ケア看護学実習

地域健康増進看護学特論

臨
床
看
護
開
発
学

先
端
侵
襲
緩
和
ケ
ア
看
護
学

先端侵襲緩和ケア看護学特論Ａ

先端侵襲緩和ケア看護学演習Ａ

基
盤
看
護
開
発
学

看護ケア技術開発学演習Ａ

先端侵襲緩和ケア看護学特論

精
神
・
人
間
発
達
看
護
学

精神保健看護学特論Ａ－１

精神保健看護学特論Ａ－２

精神保健看護学演習Ａ

先端侵襲緩和ケア看護学特論Ｂ

先端侵襲緩和ケア看護学演習Ｂ

先端侵襲緩和ケア看護学実習

精神保健看護学実習

精神保健看護学特論

小児・家族発達看護学特論Ａ－１ 小児・家族発達看護学特論Ａ－１

精神保健看護学特論Ｂ－１

精神保健看護学特論Ｂ－２

精神保健看護学演習Ｂ

小児・家族発達看護学演習Ａ－１

小児・家族発達看護学特論Ａ－２

小児・家族発達看護学演習Ａ－２

小児・家族発達看護学演習Ａ－１

小児・家族発達看護学特論Ａ－２

小児・家族発達看護学演習Ａ－２

小児・家族発達看護学特論Ｂ

小児・家族発達看護学演習Ｂ

小児・家族発達看護学実習

小児・家族発達看護学特論Ｂ

小児・家族発達看護学演習Ｂ

小児・家族発達看護学実習

小児・家族発達看護学特論

リプロダクティブヘルス看護学特論Ａ

リプロダクティブヘルス看護学演習Ａ

小児・家族発達看護学特論

リプロダクティブヘルス看護学特論Ａ

リプロダクティブヘルス看護学演習Ａ

リプロダクティブヘルス看護学特論Ｂ

リプロダクティブヘルス看護学演習Ｂ

リプロダクティブヘルス看護学特論

リプロダクティブヘルス看護学特論Ｂ

リプロダクティブヘルス看護学演習Ｂ

リプロダクティブヘルス看護学特論

在宅ケア看護学特論Ａ

臨
床
看
護
開
発
学

先
端
侵
襲
緩
和
ケ
ア
看
護
学

先端侵襲緩和ケア看護学特論Ａ

先端侵襲緩和ケア看護学演習Ａ

在宅ケア看護学演習Ａ

在宅ケア看護学特論

在
宅
が
ん
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
看
護
学

在宅ケア看護学特論Ａ

在宅ケア看護学演習Ａ

在宅ケア看護学特論

看護病態生理学

がんエンドオブライフケア看護学特論Ｂ

がんエンドオブライフケア看護学演習Ｂ

がんエンドオブライフケア看護学実習

がんエンドオブライフケア看護学特論Ａ－1

がんエンドオブライフケア看護学特論Ａ－2

がんエンドオブライフケア看護学演習Ａ　

基
盤
看
護
開
発
学

看
護
ケ
ア
技
術
開
発
学

看護ケア技術開発学特論Ａ

看護ケア技術開発学演習Ａ

看護ケア技術開発学特論Ｂ

看護ケア技術開発学演習Ｂ

看護ケア技術開発学特論

ヘ

ル

ス

プ

ロ

モ
ー

シ

ョ
ン

看

護

学

地域保健看護学特論Ａ

地域保健看護学演習Ａ

地域保健看護学特論

地域健康増進看護学特論Ａ

地域健康増進看護学演習Ａ

地域健康増進看護学特論

先端侵襲緩和ケア看護学特論

精
神
・
人
間
発
達
看
護
学

精神保健看護学特論Ａ－１

精神保健看護学特論Ａ－２

精神保健看護学演習Ａ

精神保健看護学特論Ｂ－１

精神保健看護学特論Ｂ－２

精神保健看護学演習Ｂ

精神保健看護学実習

精神保健看護学特論

看護病態生理学

がんエンドオブライフケア看護学特論Ａ－1

がんエンドオブライフケア看護学特論Ａ－2

がんエンドオブライフケア看護学演習Ａ　

がんエンドオブライフケア看護学特論Ｂ

がんエンドオブライフケア看護学演習Ｂ

がんエンドオブライフケア看護学実習

がんエンドオブライフケア看護学特論がんエンドオブライフケア看護学特論

在
宅
が
ん
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
看
護
学

7



必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1,2前 2 1 0 0 1,2前 2 1 0 0

1,2後 2 1 0 0 1,2後 2 1 0 0

2,3,4通 4 1 0 2,3,4通 4 1 0

1,2前 2 0 1 1 1,2前 2 0 1 1 1

1,2後 2 0 1 1 1,2後 2 0 1 1

1,2前 2 0 1 1,2前 2 0 1 1

1,2後 2 0 1 1,2後 2 0 1 1

2,3,4通 4 0 1 2,3,4通 4 0 1

1,2前 2 1 0 0 1 1,2前 2 1 0 0 1

1,2通 2 1 0 2 1,2通 2 1 0 2

1,2後 2 1 0 0 1,2後 2 1 0 0

1,2後 2 1 0 0 1,2後 2 1 0 0

1,2 6 0 1 0 1,2 6 0 1 0

2,3,4前 4 1 0 0 0 2,3,4前 4 1 0 0 0

1,2前 2 1 8 1,2前 2 1 8

1,2前 2 3 1,2前 2 2

1,2前 2 2 2 3 1,2前 2 2 2 3

1,2前 2 0 1 6 1,2前 2 0 1 6

1,2後 2 0 1 4 1,2後 2 0 1 4

1,2後 2 6 1,2後 2 6

1,2前 2 1 2 1,2前 2 1 1

1,2後 2 4 3 1,2後 2 4 3

1,2後 2 1 0 1,2後 2 1 0

1,2前 1 0 0 1,2前 1 1 0

1,2後 1 1 3 1,2後 1 1 3

1～5 2 9 4 2 1 1～5 2 9 4 3 2

1～5 2 9 4 2 1 1～5 2 9 4 3 2

1～5 12 11 7 1～5 12 11 7

1～2 4 9 4 2 1～2 4 9 4 3

3～5 8 9 4 2 3～5 8 9 4 3

国際看護開発学特論

看護システムマネジメント学特論Ａ

看護システムマネジメント学特論Ｂ 看護システムマネジメント学特論Ｂ

国際看護開発学特論Ａ

国際看護開発学演習Ａ

看護システムマネジメント学演習Ａ

看護システムマネジメント学演習Ｂ

看護システムマネジメント学特論

看護システムマネジメント学演習Ａ

看護システムマネジメント学演習Ｂ

看護システムマネジメント学特論

共
通
科
目

医療情報学

病因・病態解析学

高
齢
社
会
看
護
ケ
ア
開
発
学

高齢社会看護ケア開発学特論Ａ

高齢社会看護ケア開発学演習Ａ

高齢社会看護ケア開発学特論Ｂ

高齢社会看護ケア開発学演習Ｂ

先
導
的
看
護
シ
ス
テ
ム
開
発
学

国
際
的
看
護
シ
ス
テ
ム
開
発
学

看護学研究法特論

看護管理学特論

看護政策学特論

看護管理学特論

看護政策学特論

高齢社会看護ケア開発学実習

高齢社会看護ケア開発学特論

先
導
的
看
護
シ
ス
テ
ム
開
発
学

国
際
的
看
護
シ
ス
テ
ム
開
発
学

国際看護開発学特論Ａ

看護研究方法論（国際比較研究）

看護研究方法論（グランデッドセオリー）

家族看護学特論

看護情報統計学特論

看護教育学特論

家族看護学特論

看護情報統計学特論

看護教育学特論

インディペンデントスタディＢ

特別研究

共
通
科
目

医療情報学

病因・病態解析学

看護学研究法特論

国際看護研究方法論

看護研究方法論（国際比較研究）（未開講）

看護研究方法論（グランデッドセオリー）

国際看護研究方法論

国際看護開発学演習Ａ

国際看護開発学特論

看護システムマネジメント学特論Ａ

高
齢
社
会
看
護
ケ
ア
開
発
学

高齢社会看護ケア開発学特論Ａ

高齢社会看護ケア開発学演習Ａ

高齢社会看護ケア開発学特論Ｂ

高齢社会看護ケア開発学演習Ｂ

高齢社会看護ケア開発学実習

高齢社会看護ケア開発学特論

インディペンデントスタディＡ

インディペンデントスタディＢ

特別研究

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

インディペンデントスタディＡ

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担
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必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1,2前 2 1 2 0 1,2前 2 1 2 0

1,2後 2 1 2 1,2後 2 1 2

1,2前 2 1 0 2 1,2前 2 1 0 2

1,2後 2 1 2 0 1,2後 2 1 2 0

2,3,4前 4 1 0 2 2,3,4前 4 1 0 2

1,2前 2 1 1 2 1,2前 2 1 1 2

1,2前 2 1 1 1,2前 2 1 1

2,3,4通 4 1 0 2,3,4通 4 1 0

1,2後 2 1 0 1,2後 2 1 2

1,2後 2 1 1,2後 2 1

2,3,4前 4 1 2,3,4前 4 1

1,2前　 　 2 　 1 0 1 0 1,2前　 　 2 　 1 0 0 1

1,2後　 　 2 　 1 0 1 0 1,2後　 　 2 　 1 0 0 0

1,2後 　 2 　 1 0 1 　 　 3 1,2後 　 2 　 1 0 0 　 　 3

1,2後 2 1 0 1 3 1,2後 2 1 0 0 3

1,2 6 0 1 0 1 1,2 6 0 1 0 0 1

2,3,4前 4 1 0 0 2,3,4前 4 1 0 1

1,2前 2 1 0 6 1,2前 2 1 1 0 8

1,2前 2 1 1 0 5 1,2前 2 1 1 0 9

1,2前 2 1 1 0 1,2前 2 1 1 0

1,2前 2 1 1 1 1,2前 2 1 1 0

1,2後 2 0 1 2 1,2後 2 1 1 2

1,2後 2 1 0 1,2後 2 1 0

1,2 6 0 1 1 0 8 1,2 6 0 1 1 0 9

2,3,4前 4 1 0 2,3,4前 4 1 1

1,2前 2 0 1 1 0 1,2前 2 0 1 1 0

1,2前 2 0 1 0 0 1,2前 2 0 1 0 0

1,2前 2 0 0 1,2前 2 0 1 0

1,2前 2 0 0 1,2前 2 0 1 0

1,2後 2 0 1 0 0 1,2後 2 0 1 0 0

1,2後 2 0 1 0 0 1,2後 2 0 1 0 0

1,2 6 0 0 1,2 6 0 0 1

2,3,4前 4 0 1 0 0 2,3,4前 4 0 1 0 0

1,2前 2 1 0 1 2 1,2前 2 1 0 1 1

1,2通　 　 2 　 1 0 1 1,2通　 　 2 　 1 0 1

1,2後　 　 2 　 1 0 1 　 1 1,2後　 　 2 　 1 0 1 　 1

1,2通　 　 2 　 1 0 1 　 　 1 1,2通　 　 2 　 1 0 1 　 　 1

2,3,4前 　 4 　 1 0 2,3,4前 　 4 　 1 0

1,2前 2 1 0 1 0 0 1,2前 2 1 0 1 0 0

1,2後 2 1 0 1 0 0 1,2後 2 1 0 1 0 0

2,3,4後 4 1 0 1 2,3,4後 4 1 0 1

1,2前 2 0 1 0 8 1,2前 2 0 1 0 9

1,2前 2 1 1 2 0 0 1,2前 2 1 1 1 0 0

1,2前 2 2 1 1 0 0 1,2前 2 1 1 1 0 0

1,2後 2 2 1 1 0 4 1,2後 2 1 1 1 0 6

1,2後 2 1 1 1 0 6 1,2後 2 1 1 1 0 7

1,2後 2 1 1 1 0 1,2後 2 1 1 1 0

1,2 6 0 1 1 0 1,2 6 0 1 1 0

2,3,4後 4 0 1 0 2,3,4後 4 0 1 0

【平成２８年度】 【平成２９年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

基
盤
看
護
開
発
学

看
護
ケ
ア
技
術
開
発
学

看護ケア技術開発学特論Ａ

基
盤
看
護
開
発
学

看
護
ケ
ア
技
術
開
発
学

看護ケア技術開発学特論Ａ

看護ケア技術開発学演習Ａ 看護ケア技術開発学演習Ａ

看護ケア技術開発学特論Ｂ 看護ケア技術開発学特論Ｂ

看護ケア技術開発学演習Ｂ 看護ケア技術開発学演習Ｂ

看護ケア技術開発学特論 看護ケア技術開発学特論

ヘ

ル

ス

プ

ロ

モ
ー

シ

ョ
ン

看

護

学

地域保健看護学特論Ａ
ヘ

ル

ス

プ

ロ

モ
ー

シ

ョ
ン

看

護

学

地域保健看護学特論Ａ

地域保健看護学演習Ａ 地域保健看護学演習Ａ

地域保健看護学特論 地域保健看護学特論

地域健康増進看護学特論Ａ 地域健康増進看護学特論Ａ

地域健康増進看護学演習Ａ 地域健康増進看護学演習Ａ

地域健康増進看護学特論 地域健康増進看護学特論

臨
床
看
護
開
発
学

先
端
侵
襲
緩
和
ケ
ア
看
護
学

先端侵襲緩和ケア看護学特論Ａ

臨
床
看
護
開
発
学

先
端
侵
襲
緩
和
ケ
ア
看
護
学

先端侵襲緩和ケア看護学特論Ａ

先端侵襲緩和ケア看護学演習Ａ 先端侵襲緩和ケア看護学演習Ａ

先端侵襲緩和ケア看護学特論Ｂ 先端侵襲緩和ケア看護学特論Ｂ

先端侵襲緩和ケア看護学演習Ｂ 先端侵襲緩和ケア看護学演習Ｂ

先端侵襲緩和ケア看護学実習 先端侵襲緩和ケア看護学実習

先端侵襲緩和ケア看護学特論 先端侵襲緩和ケア看護学特論

精
神
・
人
間
発
達
看
護
学

精神保健看護学特論Ａ－１

精
神
・
人
間
発
達
看
護
学

精神保健看護学特論Ａ－１

精神保健看護学特論Ａ－２ 精神保健看護学特論Ａ－２

精神保健看護学演習Ａ 精神保健看護学演習Ａ

精神保健看護学特論Ｂ－１ 精神保健看護学特論Ｂ－１

精神保健看護学特論Ｂ－２ 精神保健看護学特論Ｂ－２

精神保健看護学演習Ｂ 精神保健看護学演習Ｂ

精神保健看護学実習 精神保健看護学実習

精神保健看護学特論 精神保健看護学特論

小児・家族発達看護学特論Ａ－１ 小児・家族発達看護学特論Ａ－１

小児・家族発達看護学演習Ａ－１ 小児・家族発達看護学演習Ａ－１

小児・家族発達看護学特論Ａ－２(未開講) 小児・家族発達看護学特論Ａ－２

小児・家族発達看護学演習Ａ－２(未開講) 小児・家族発達看護学演習Ａ－２

小児・家族発達看護学特論Ｂ 小児・家族発達看護学特論Ｂ

小児・家族発達看護学演習Ｂ 小児・家族発達看護学演習Ｂ

小児・家族発達看護学実習(未開講) 小児・家族発達看護学実習

小児・家族発達看護学特論 小児・家族発達看護学特論

リプロダクティブヘルス看護学特論Ａ リプロダクティブヘルス看護学特論Ａ

リプロダクティブヘルス看護学演習Ａ リプロダクティブヘルス看護学演習Ａ

リプロダクティブヘルス看護学特論Ｂ リプロダクティブヘルス看護学特論Ｂ

リプロダクティブヘルス看護学演習Ｂ リプロダクティブヘルス看護学演習Ｂ

リプロダクティブヘルス看護学特論 リプロダクティブヘルス看護学特論

在
宅
が
ん
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
看
護
学

在宅ケア看護学特論Ａ
在
宅
が
ん
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
看
護
学

在宅ケア看護学特論Ａ

在宅ケア看護学演習Ａ 在宅ケア看護学演習Ａ

在宅ケア看護学特論 在宅ケア看護学特論

看護病態生理学 看護病態生理学

がんエンドオブライフケア看護学特論Ａ－1 がんエンドオブライフケア看護学特論Ａ－1

がんエンドオブライフケア看護学特論Ａ－2 がんエンドオブライフケア看護学特論Ａ－2

がんエンドオブライフケア看護学演習Ａ　 がんエンドオブライフケア看護学演習Ａ　

がんエンドオブライフケア看護学特論Ｂ がんエンドオブライフケア看護学特論Ｂ

がんエンドオブライフケア看護学演習Ｂ がんエンドオブライフケア看護学演習Ｂ

がんエンドオブライフケア看護学実習 がんエンドオブライフケア看護学実習

がんエンドオブライフケア看護学特論 がんエンドオブライフケア看護学特論
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必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1,2前 2 1 0 0 1,2前 2 1 0 0

1,2後 2 1 0 0 1,2後 2 1 0 0

2,3,4通 4 1 0 2,3,4通 4 1 0

1,2前 2 0 1 1 1 1,2前 2 0 1 1 2

1,2後 2 0 1 0 1,2後 2 0 1 0

1,2前 2 0 1 1 1,2前 2 0 1 1

1,2後 2 0 1 1 1,2後 2 0 1 1

2,3,4通 4 0 1 2,3,4通 4 0 1

1,2前 2 1 0 0 0 1,2前 2 1 0 0 0

1,2通 2 1 0 0 1,2通 2 1 0 0

1,2後 2 1 0 0 1,2後 2 1 0 0

1,2後 2 1 0 0 1,2後 2 1 0 0

1,2 6 0 1 0 1,2 6 0 1 0

2,3,4前 4 1 0 0 0 2,3,4前 4 1 0 0 0

1,2前 2 1 8 1,2前 2 1 9

1,2前 2 2 1,2前 2 2

1,2前 2 2 2 3 1,2前 2 2 2 2

1,2前 2 0 1 6 1,2前 2 0 1 6

1,2後 2 0 1 4 1,2後 2 0 1 5

1,2後 2 5 1 1,2後 2 5 1

1,2後 2 1 1 1,2後 2 1 1

1,2後 2 2 2 1,2後 2 3 3

1,2後 2 1 1 1 1,2後 2 1 0 1

1,2前 1 1 1 1,2前 1 1 0

1,2後 1 1 3 1,2後 1 1 3

1～5 2 8 5 3 3 1～5 2 8 6 2 3

1～5 2 8 5 3 3 1～5 2 8 6 2 3

1～5 12 11 7 1～5 12 11 7

1～2 4 8 5 3 1～2 4 8 6 2

3～5 8 8 5 3 3～5 8 8 6 2

（注）・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と平成３０年度の表を記入してください。
　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、

　　　　平成３０年度開設であれば平成２７年度から平成２９年度）の表は適宜削除し，詰めてください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

先
導
的
看
護
シ
ス
テ
ム
開
発
学

国
際
的
看
護
シ
ス
テ
ム
開
発
学

国際看護開発学特論Ａ

先
導
的
看
護
シ
ス
テ
ム
開
発
学

国
際
的
看
護
シ
ス
テ
ム
開
発
学

国際看護開発学特論Ａ

国際看護開発学演習Ａ 国際看護開発学演習Ａ

国際看護開発学特論 国際看護開発学特論

看護システムマネジメント学特論Ａ 看護システムマネジメント学特論Ａ

看護システムマネジメント学特論Ｂ 看護システムマネジメント学特論Ｂ

看護システムマネジメント学演習Ａ 看護システムマネジメント学演習Ａ

看護システムマネジメント学演習Ｂ 看護システムマネジメント学演習Ｂ

看護システムマネジメント学特論 看護システムマネジメント学特論

高
齢
社
会
看
護
ケ
ア
開
発
学

高齢社会看護ケア開発学特論Ａ 高
齢
社
会
看
護
ケ
ア
開
発
学

高齢社会看護ケア開発学特論Ａ

高齢社会看護ケア開発学演習Ａ 高齢社会看護ケア開発学演習Ａ

高齢社会看護ケア開発学特論Ｂ 高齢社会看護ケア開発学特論Ｂ

高齢社会看護ケア開発学演習Ｂ 高齢社会看護ケア開発学演習Ｂ

高齢社会看護ケア開発学実習 高齢社会看護ケア開発学実習

高齢社会看護ケア開発学特論 高齢社会看護ケア開発学特論

共
通
科
目

医療情報学

共
通
科
目

医療情報学

病因・病態解析学 病因・病態解析学

看護学研究法特論 看護学研究法特論

看護管理学特論 看護管理学特論

看護政策学特論 看護政策学特論

家族看護学特論 家族看護学特論

看護情報統計学特論 看護情報統計学特論

看護教育学特論 看護教育学特論

国際看護研究方法論 国際看護研究方法論

看護研究方法論（国際比較研究） 看護研究方法論（国際比較研究）

看護研究方法論（グランデッドセオリー） 看護研究方法論（グランデッドセオリー）

インディペンデントスタディＡ インディペンデントスタディＡ

インディペンデントスタディＢ インディペンデントスタディＢ

特別研究  特別研究

特別研究Ⅰ 特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ 特別研究Ⅱ

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担
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【平成２６年度】

（１）ー②授業科目表に関する変更内容

・授業担当教員の変更により、「看護ケア技術開発学特論Ａ」「看護ケア技術開発学演習Ａ」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授１、助教２」に変更。
・授業担当教員の変更により、「看護ケア技術開発学特論Ｂ」「看護ケア技術開発学特論」の専任教員等の配置を「教授１、准教授１、助教１」から「教授１、助教２」に変更。
・授業担当教員の変更により、「看護ケア技術開発学演習Ｂ」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授１、助教２」、兼任・兼坦の配置を「１」から「０」に変更。
・授業担当教員の変更により、「地域保健看護学特論Ａ」の専任教員等の配置を「教授１、助教１」から「教授１」に、兼任・兼坦の配置を「１」から「０」に変更。
・授業担当教員の変更により、「地域保健看護学特論」の専任教員等の配置を「教授１、助教１」から「教授１」に変更。
・佐々木吉子准教授の異動及び授業担当教員の変更により、「先端侵襲緩和ケア看護学特論Ａ」の専任教員等の配置を「教授１、准教授１、助教１」から「教授１、講師１」に変
更。
・佐々木吉子准教授の異動及び授業担当教員の変更により、「先端侵襲緩和ケア看護学演習Ａ」の専任教員等の配置を「教授１、准教授１」から「教授１、講師１」に、兼任・兼坦
の配置を「１」から「０」に変更。
・佐々木吉子准教授の異動及び授業担当教員の変更により、「先端侵襲緩和ケア看護学特論Ｂ」「先端侵襲緩和ケア看護学演習Ｂ」「先端侵襲緩和ケア看護学実習」の専任教員等の
配置を「教授１、准教授１」から「教授１、講師１」に変更。
・佐々木吉子准教授の異動及び授業担当教員の変更により、「先端侵襲緩和ケア看護学特論」の専任教員等の配置を「教授１、准教授１、助教１」から「教授１」に変更。
・専門看護師養成にかかる実習科目を選択科目としたため、「先端侵襲緩和ケア看護学実習」「精神保健看護学実習」「小児・家族発達看護学実習」「がんエンドオブライフケア看
護学実習」「高齢社会看護ケア開発学実習」の５科目をを自由科目から選択科目に変更。
・授業担当教員の変更により、「精神保健看護学特論Ａ－１」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授２、助教１」に、兼任・兼坦の配置を「４」から「７」に変更。
・授業担当教員の変更により、「精神保健看護学特論Ａ－２」の専任教員等の配置を「教授１、准教授１」から「教授１、准教授１、助教１」に、兼任・兼坦の配置を「６」から
「７」に変更。
・授業担当教員の変更により、「精神保健看護学特論Ｂ－２」の専任教員等の配置を「教授１、准教授１」から「准教授１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「精神保健看護学演習Ｂ」「小児・家族発達看護学特論Ａ－１」「小児・家族発達看護学演習Ａ－１」「小児・家族発達看護学演習Ａ－２」「小児・
家族発達看護学演習Ｂ」「小児・家族発達看護学特論」の兼任・兼坦の配置を「１」から「０」に変更。
・授業担当教員の変更により、「精神保健看護学実習」の専任教員等の配置を「教授１、准教授１」から「教授１、准教授１、助教１」に、兼任・兼坦の配置を「０」から「９」に
変更。
・授業担当教員の変更により、「精神保健看護学特論」「リプロダクティブヘルス看護学特論」「在宅ケア看護学特論」の専任教員等の配置を「教授１、准教授１」から「教授１」
に変更。
・授業担当教員の変更により、「リプロダクティブヘルス看護学特論Ａ」の専任教員等の配置を「教授１、准教授１」から「教授１、講師１」に、兼任・兼坦の配置を「１」から
「３」に変更。
・授業担当教員の変更により、「リプロダクティブヘルス看護学演習Ａ」「リプロダクティブヘルス看護学演習Ｂ」の専任教員等の配置を「教授１、准教授１」から「教授１、講師
１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「リプロダクティブヘルス看護学特論Ｂ」の専任教員等の配置を「教授１、准教授１」から「教授１、講師１」に、兼任・兼坦の配置を「３」から
「２」に変更。
・開講期間の変更により、「リプロダクティブヘルス看護学特論」の配当年次を「２～４年次後期」から「２～４年次前期」に変更。
・授業担当教員の変更により、「在宅ケア看護学特論Ａ」「在宅ケア看護学演習Ａ」の専任教員等の配置を「教授１、准教授１」から「教授１、准教授０、助教１」　兼任・兼坦の
配置を「１」から「０」に変更。
・授業担当教員の変更により、「看護病態生理学」の専任教員等の配置を「教授１、助教１」から「准教授１」に、兼任・兼坦の配置を「２」から「９」に変更。
・授業担当教員の変更により、「がんエンドオブライフケア看護学特論Ａ－１」の専任教員等の配置を「教授１、助教１」から「教授１、准教授１、講師１」に、兼任・兼坦の配置
を「２」から「３」に変更。
・授業担当教員の変更により、「がんエンドオブライフケア看護学特論Ａ－２」「がんエンドオブライフケア看護学演習Ａ」の専任教員等の配置を「教授１、助教１」から「教授
２、准教授１、助教１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「がんエンドオブライフケア看護学特論Ｂ」の専任教員等の配置を「教授１、助教１」から「教授１、准教授１、助教１」に、兼任・兼坦の配置を
「２」から「６」に変更。
・授業担当教員の変更により、「がんエンドオブライフケア看護学演習Ｂ」の専任教員等の配置を「教授１、助教１」から「教授１、准教授１、助教１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「がんエンドオブライフケア看護学実習」の専任教員等の配置を「教授１、助教１」から「教授１、准教授１」に、兼任・兼坦の配置を「０」から
「１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「がんエンドオブライフケア看護学特論」の専任教員等の配置を「教授１、助教１」から「准教授１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「国際看護開発学特論Ａ」の専任教員等の配置を「教授１、助教１」から「教授１」に、兼任・兼坦の配置を「２」から「０」に変更。
・授業担当教員の変更により、「国際看護開発学演習Ａ」の専任教員等の配置を「教授１、助教１」から「教授１」に、兼任・兼坦の配置を「１」から「０」に変更。
・授業担当教員の変更により、「国際看護開発学特論」の専任教員等の配置を「教授１、助教１」から「教授１」に変更。
・授業坦津教員の変更により、「看護システムマネジメント学特論Ａ」「看護システムマネジメント学特論Ｂ」「看護システムマネジメント学演習Ａ」「看護システムマネジメント
学演習Ｂ」「看護システムマネジメント学特論」の専任教員等の配置を「教授１」から「准教授１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「高齢社会看護ケア開発学特論Ａ」の専任教員等の配置を「教授１、准教授１、助教１」から「教授１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「高齢社会看護ケア開発学演習Ａ」「高齢社会看護ケア開発学実習」の専任教員等の配置を「教授１，准教授１」から「教授１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「高齢社会看護ケア開発学特論Ｂ」「高齢社会看護ケア開発学演習Ｂ」の専任教員当の配置を「教授１、准教授１」から「教授１」に、兼任・兼坦の
配置を「１」から「０」に変更。
・授業担当教員の変更により、「高齢社会看護ケア開発学特論」の専任教員等の配置を「教授１、准教授１、助教１」から「教授１」に、兼任・兼坦の配置を「１」から「０」に変
更。
・授業担当教員の変更により、「医療情報学」の専任教員等の配置を「配置なし」から「教授１」に、兼任・兼坦の配置を「５」から「８」に変更。
・授業担当教員の変更により、「病因・病態解析学」の兼任・兼坦の配置を「１」から「３」に変更。
・授業担当教員の変更により、「看護学研究法特論」の専任教員等の配置を「教授３、准教授１」から「教授２、准教授２」に変更。
・授業担当教員の変更により、「看護管理学特論」の専任教員等の配置を「教授１」から「准教授１」に、兼任・兼坦の配置を「４」から「６」に変更。
・授業担当教員の変更により、「看護政策学特論」の専任教員等の配置を「教授１」から「准教授１」に変更。
・授業担当脅威の変更により、「看護情報統計学特論」の専任教員等の配置を「配置なし」から「教授１」に、兼任・兼坦の配置を「１」から「２」に変更。
・授業担当教員の変更により、「看護教育学特論」の専任教員等の配置を「教授３」から「教授４」に変更。
・授業担当教員の変更により、「国際看護研究方法論」の兼任・兼坦の配置を「１」から「０」に変更。
・平成27年度開講科目のため、「看護研究方法論（国際比較研究）」の専任教員等の配置を「教授１」から「配置なし」に、兼任・兼坦の配置を「１」から「０」に変更。
・開講期間の変更により、「看護研究方法論（国際比較研究）」の配当年次を「１～２年後期」から「１～２年前期」に変更。
・授業担当教員の変更により、「看護研究方法論（グランデッドセオリー）」の兼任・兼坦の配置を「１」から「３」に変更。
・授業担当教員の変更により、「インディペンデントスタディＡ」「インディペンデントスタディＢ」の専任教員教員等の配置を「教授１１、准教授１」「教授９、准教授４、講師
２、助教１」に変更。
・学生の研究の進捗状況を確認するため、「特別研究」を「特別研究Ⅰ」「特別研究Ⅱ」に分割し、専任教員等の配置を「教授１１、准教授７」から「教授９、准教授４、講師２」
に、配当年次を「特別研究、１～５年」から「特別研究Ⅰ、１～２年」「特別研究Ⅱ、３～５年」に変更
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【平成２７年度】

【平成２８年度】

・授業担当教員の変更により、「看護ケア技術開発学特論Ａ」の兼任・兼坦の配置を「２」から「０」に変更。
・授業担当教員の変更により、「地域保健看護学特論Ａ」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授１、助教１」に、兼任・兼坦の配置を「０」から「３」に
変更。
・授業担当教員の変更により、「地域保健看護学演習Ａ」の専任教員等の配置を「教授１、助教１」から「教授１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「地域健康増進看護学特論Ａ」「小児・家族発達看護学特論Ａ－２」の兼任・兼坦の配置を「１」から「０」に変更。
・授業担当教員の変更により、「精神保健看護学特論Ａ－１」の専任教員等の配置を「教授２、助教１」から「教授２」に変更。
・授業担当教員の変更により、「精神保健看護学特論Ａ－２」の兼任・兼坦の配置を「７」から「８」に変更。
・授業担当教員の変更により、「精神保健看護学特論Ｂ－１」の兼任・兼坦の配置を「２」から「１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「小児・家族発達看護学特論Ｂ」の兼任・兼坦の配置を「２」から「０」に変更。
・授業担当教員の変更により、「リプロダクティブヘルス看護学特論Ｂ」の兼任・兼坦の配置を「２」から「３」に変更。
・内堀真弓講師の着任により、「在宅ケア看護学特論Ａ」「在宅ケア看護学演習Ａ」の専任教員等の配置を「教授１、助教１」から「教授１、講師１」に変更。
・内堀真弓講師の着任により、「在宅ケア看護学特論」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授１、講師１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「看護病態生理学」の兼任・兼坦の配置を「９」から「８」に変更。
・授業担当教員の変更により、「がんエンドオブライフケア看護学特論Ａ－１」の専任教員等の配置を「教授１、准教授１、講師１」から「教授１、准教授１、
講師２」に、兼任・兼坦の配置を「３」から「１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「がんエンドオブライフケア看護学特論Ａ－２」の専任教員等の配置を「教授２、准教授１、助教１」から「教授１、准教授１、
講師１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「がんエンドオブライフケア看護学演習Ａ」の専任教員等の配置を「教授２、准教授１、助教１」から「教授２、准教授１、講師
１」に、兼任・兼坦の配置を「６」から「５」に変更。
・授業担当教員の変更により、「がんエンドオブライフケア看護学特論Ｂ」の専任教員等の配置を「教授１、准教授１、助教１」から「教授１、准教授１、講師
１」に、兼任・兼坦の配置を「６」から「５」に変更。
・授業担当教員の変更により、「がんエンドオブライフケア看護学演習Ｂ」の専任教員等の配置を「教授１、准教授１、助教１」から「教授１、准教授１、講師
１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「がんエンドオブライフケア看護学実習」の兼任・兼坦の配置を「１」から「０」に変更。
・授業担当教員の変更により、「看護システムマネジメント学特論Ａ」、「看護システムマネジメント学演習Ａ」、「看護システムマネジメント学演習Ｂ」の専
任教員等の配置を「准教授１」から「准教授１、助教１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「病因・病態解析学」の兼任・兼坦の配置を「３」から「２」に変更。
・授業担当教員の変更により、「看護情報統計学特論」の兼任・兼坦の配置を「２」から「１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「看護研究方法論（国際比較研究）」の専任教員等の配置を「０」から「教授１」に変更。
・授業担当教員の追加により、「インディペンデントスタディＡ」「インディペンデントスタディＢ」の専任教員等の配置を「教授９、准教授４、講師２、助教
１」から「教授９、准教授４、講師３、助教２」に変更。
・授業担当教員の追加により、「特別研究Ⅰ」「特別研究Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授９、准教授４、講師２」から「教授９、准教授４、講師３」に変更。

・授業担当教員の変更により、「地域保健看護学特論Ａ」の兼任・兼坦の配置を「３」から「２」に変更。
・授業担当教員の変更により、「地域保健看護学演習Ａ」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授１、助教１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「先端侵襲緩和ケア看護学演習Ｂ」の兼任・兼坦の配置を「４」から「３」に変更。
・廣瀬たい子教授の退職により、「精神保健看護学特論Ａ－１」の専任教員等の配置を「教授２」から「教授１」に、授業担当教員の変更により、兼任・兼坦の配置を「７」から
「６」に変更。
・渡邊敦子講師の退職により、「精神保健看護学特論Ａ－２」の専任教員等の配置を「教授１、准教授１、助教１」から「教授１、准教授１」に、授業担当教員の変更により、兼
任・兼坦の配置を「８」から「５」に変更。
・授業担当教員の変更により、「精神保健看護学演習Ａ」の兼任・兼坦の配置を「１」から「０」に変更。
・授業担当教員の変更により、「精神保健看護学実習」の専任教員等の配置を「教授１、准教授１、助教１」から「教授１、准教授１」に、兼任・兼坦の配置を「９」から「８」に
変更。
・廣瀬たい子教授の退職、岡光基子准教授の職名変更により、「小児・家族発達看護学特論Ａ－１」の専任教員等の配置を「教授１、助教１」から「准教授１、助教１」に変更。
・廣瀬たい子教授の退職、岡光基子准教授の職名変更により、「小児・家族発達看護学演習Ａ－１」「小児・家族発達看護学特論Ｂ」「小児・家族発達看護学演習Ｂ」「小児・家族
発達看護学特論」の専任教員等の配置を「教授１、助教１」から「准教授１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「リプロダクティブヘルス看護学特論Ａ」の兼任・兼坦の配置を「３」から「２」に変更。
・授業担当教員の変更により、「リプロダクティブヘルス看護学特論Ｂ」の兼任・兼坦の配置を「３」から「１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「がんエンドオブライフケア看護学特論Ａ－１」「がんエンドオブライフケア看護学特論Ａ－２」の兼任・兼坦の配置を「１」から「０」に変更。
・授業担当教員の変更により、「がんエンドオブライフケア看護学演習Ａ」の兼任・兼坦の配置を「５」から「４」に変更。
・授業担当教員の変更により、「がんエンドオブライフケア看護学特論Ｂ」の兼任・兼坦の配置を「５」から「６」に変更。
・履修希望者がいなかたことにより、「看護システムマネジメント学特論Ｂ」の兼任・兼坦の配置を「１」から「０」に変更。
・授業担当教員の変更により、「高齢社会看護ケア開発学特論Ａ」の兼任・兼坦の配置を「１」から「０」に変更。
・授業担当教員の変更により、「高齢社会看護ケア開発学演習Ａ」の兼任・兼坦の配置を「２」から「０」に変更。
・授業担当教員の変更により、「家族看護学特論」の専任教員等の配置を「教授６」から「教授５、准教授１」に変更。
・開講期間の変更により、「看護情報統計学特論」の配当年次を「１～２年前期」から「１～２年後期」に変更。
・授業担当教員の変更により、「看護教育学特論」の専任教員等の配置を「教授４」から「教授２」に、兼任・兼坦の配置を「３」から「２」に変更。
・授業担当教員の変更により、「国際看護研究方法論」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授１、准教授１」に、兼任・兼坦の配置を「０」から「１」に変更。
・授業担当教員の追加により、「看護研究方法論（国際比較研究）」の兼任・兼坦の配置を「０」から「１」に変更。
・授業担当教員の追加により、「インディペンデントスタディＡ」「インディペンデントスタディＢ」の専任教員等の配置を「教授９、准教授４、講師３、助教２」から「教授８、
准教授５、講師３、助教３」に変更。
・授業担当教員の追加により、「特別研究Ⅰ」「特別研究Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授９、准教授４、講師３」から「教授８、准教授５、講師３」に変更。
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【平成２９年度】

【平成３０年度】

（注）・  変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。

　　　　変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、

　　　　平成３０年度開設であれば平成２７年度から平成２９年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

（２） 授業科目数

・齋藤やよい教授の退職により、「看護ケア技術開発学特論Ａ」「看護ケア技術開発学演習Ａ」「看護ケア技術開発学特論Ｂ」「看護ケア技術開発学演習Ｂ」
「看護ケア技術開発学特論」の専任教員等の配置を「教授１、助教２」から「助教２」に変更。
・授業担当教員の変更により、「先端侵襲緩和ケア看護学特論Ａ」「先端侵襲緩和ケア看護学実習」「先端侵襲緩和ケア看護学特論」の専任教員等の配置を「教
授１、助教１」から「教授１、准教授１、助教１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「精神保健看護学実習」の兼任・兼坦の配置を「９」から「７」に変更。
・授業担当教員の変更により、「精神保健看護学特論Ａ－１」の専任教員等の配置を「教授１、准教授１」から「教授１」に、兼任・兼坦の配置を「８」から
「０」に変更。
・授業担当教員の変更により、「精神保健看護学特論Ａ－２」の兼任・兼坦の配置を「９」から「０」に変更。
・授業担当教員の変更により、「精神保健看護学特論Ｂ－２」の兼任・兼坦の配置を「２」から「０」に変更。
・授業担当教員の変更により、「小児・家族発達看護学特論Ｂ」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授１、助教１」に、兼任・兼坦の配置を「０」か
ら「３」に変更。
・授業担当教員の変更により、「リプロダクティブヘルス看護学特論Ｂ」の兼任・兼坦の配置を「１」から「０」に変更。
・授業担当教員の変更により、「リプロダクティブヘルス看護学演習Ｂ」の兼任・兼坦の配置を「１」から「２」に変更。
・授業担当教員の変更により、「病因・病態解析学」の兼任・兼坦の配置を「２」から「１２」に変更。
・授業担当教員の変更により、「看護管理学特論」の兼任・兼坦の配置を「６」から「７」に変更。
・授業担当教員の変更により、「看護教育学特論」の兼任・兼坦の配置を「３」から「４」に変更。
・授業担当教員の変更により、「看護研究方法論」（国際比較研究）の兼任・兼坦の配置を「０」から「３」に変更。
・授業担当教員の変更により、「看護研究方法論（グランデッドセオリー）」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授２」に、兼任・兼坦の配置を「３」か
ら「２」に変更。
・授業担当教員の変更により、「インディペンデントスタディＡ」「インディペンデントスタディＢ」の専任教員等の配置を「教授８、准教授６、講師２、助教
３」から「教授７、准教授６、講師３、助教１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「特別研究Ⅰ」「特別研究Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授８、准教授６、講師２」から「教授７、准教授６、講師３」に変更。

・授業担当教員の追加により、「地域健康増進看護学特論Ａ」の兼任・兼坦の配置を「０」から「２」に変更。
・授業担当教員の変更により、「先端侵襲緩和ケア看護学特論Ａ」「先端侵襲緩和ケア看護学実習」の専任教員等の配置を「教授１、講師１」から「教授１、助教１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「先端侵襲緩和ケア看護学演習Ａ」「先端侵襲緩和ケア看護学特論Ｂ」「先端侵襲緩和ケア看護学演習Ｂ」の専任教員等の配置を「教授１、講師１」
から「教授１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「先端侵襲緩和ケア看護学特論」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授１、助教１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「精神保健看護学特論Ａ－１」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授１、准教授１」に、兼任・兼坦の配置を「６」から「８」変更。
・授業担当教員の変更により、「精神保健看護学特論Ａ－２」の兼任・兼坦の配置を「５」から「９」に変更。
・授業担当教員の変更により、「精神保健看護学特論Ｂ－１」の兼任・兼坦の配置を「１」から「０」に変更。
・授業担当教員の変更により、「精神保健看護学特論Ｂ－２」の専任教員等の配置を「准教授１」から「教授１、准教授１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「精神保健看護学実習」の兼任・兼坦の配置を「８」から「９」に変更。
・授業担当教員の追加により、「精神保健看護学特論」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授１、准教授１」に変更。
・授業担当教員の追加により、「小児・家族発達看護学特論Ａ－２」の専任教員等の配置を「配置なし」から「准教授１」に変更。
・授業担当教員の追加により、「小児・家族発達看護学演習Ａ－２」の専任教員等の配置を「配置なし」から「准教授１」に変更。
・授業担当教員の追加により、「小児・家族発達看護学実習」の専任教員等の配置を「配置なし」から「准教授１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「リプロダクティブヘルス看護学特論Ａ」の兼任・兼坦の配置を「２」から「１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「看護病態生理学」の兼任・兼坦の配置を「８」から「９」に変更。
・授業担当教員の変更により、「がんエンドオブライフケア看護学特論Ａ－１」の専任教員等の配置を「教授１、准教授１、講師２」から「教授１、准教授１、講師１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「がんエンドオブライフケア看護学特論Ａ－２」の専任教員等の配置を「教授２、准教授１、講師１」から「教授１、准教授１、講師１」に変更。
・授業担当教員の変更により、「がんエンドオブライフケア看護学演習Ａ」の専任教員等の配置を「教授２、准教授１、講師１」から「教授１、准教授１、講師１」に、兼任・兼坦
の配置を「４」から「６」に変更。
・授業担当教員の変更により、「がんエンドオブライフケア看護学特論Ｂ」の兼任・兼坦の配置を「６」から「７」に変更。
・授業担当教員の変更により、「看護システムマネジメント学特論Ａ」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授１、助教１」に、兼任・兼坦の配置を「１」から「２」に変
更。
・授業担当教員の追加により、「看護システムマネジメント学演習Ａ」「看護システムマネジメント学演習Ｂ」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授１、助教１」に変
更。
・授業担当教員の変更により、「医療情報学」の兼任・兼坦の配置を「８」から「９」に変更。
・授業担当教員の変更により、「看護学研究法特論」の兼任・兼坦の配置を「３」から「２」に変更。
・授業担当教員の変更により、「看護政策学特論」の兼任・兼坦の配置を「４」から「５」に変更。
・授業担当教員の追加により、「看護教育学特論」の専任教員等の配置を「教授２」から「教授３」に、兼任・兼坦の配置を「２」から「３」に変更。
・授業担当教員の追加により、「国際看護研究方法論」の専任教員等の配置を「教授１、准教授１」から「教授１」に変更。
・授業担当教員の追加により、「看護研究方法論」（国際比較研究）の兼任・兼坦の配置を「１」から「０」に変更。
・授業担当教員の変更により、「インディペンデントスタディＡ」「インディペンデントスタディＢ」の専任教員等の配置を「教授８、准教授５、講師３、助教３」から「教授８、
准教授６、講師２、助教３」に変更。
・授業担当教員の変更により、「特別研究Ⅰ」「特別研究Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授８、准教授５、講師３」から「教授８、准教授６、講師２」に変更。

[　 △5 　]

計（Ａ）
備考

・必修科目の特別研究を特別研究
Ⅰ・Ⅱとしたため。
・専門看護師養成にかかる実習5
科目を自由科目から選択科目とし
たため。

78

[　  1　　]

必修 選択 自由 計

[　  1　　]

76

[　　5　　]

01 71 5 77 2

設置時の計画

必修 選択 自由

変更状況
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 小児・家族発達看護学特論Ａ－２ 2 1,2前  専門  選択

２ 小児・家族発達看護学演習Ａ－２ 2 1,2前  専門  選択

３ 小児・家族発達看護学実習 6 1,2 専門  選択

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

77

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように

廃止の理由，代替措置の有無

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（４） 廃止科目

％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

（３） 未開講科目

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

未開講の理由，代替措置の有無

担当教授の定年退職および後任者未定による。履修者なしのため、代替措置なし。(28)

担当教授の定年退職および後任者未定による。履修者なしのため、代替措置なし。(28)

担当教授の定年退職および後任者未定による。履修者なしのため、代替措置なし。(28)

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（３）に記載した３科目については、H28.3に2年次だった学生に対しては成績判定がなされており、ま
たH28.3時点で1年次であった学生については、履修登録者なしのため、学生への不利益等の影響はな
い。また未開講の周知については、シラバス、本学ホームページによる周知及び新入生ガイダンスで
行った。(28)

　　　　留意してください。

＝ 0

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び
　　　　「学生への周知方法」を記入してください。

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

該当なし
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備考

申請大学全体

大学全体
図書館改修のため
（28）

大学全体

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　　※国際連携学科等に係る申請大学の状況を記載し，連携外国大学の状況は含めないでください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成３０年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，

　　　　その理由及び報告年度「（30）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

学生納付金以外の維持方法の概要

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

第６年次

千円 千円 千円 千円 千円 千円

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

千円 千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 千円 千円 設備購入費 千円 千円 千円

区　　分 開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 千円 千円 図書購入費 千円

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

1,662 ㎡ 柔剣道場、武道館、弓道場、プール

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度

(６) 図　　書　　館

面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

                       5,513
                       5,677
㎡

433
426

377,000
383,000

497 55,862

317,937〔139,687〕
322,450〔142,501〕
316,761〔141,484〕
218,617〔123,767〕

3,721〔2,062〕
3,720〔2,060〕
3,761〔2,098〕
3,490〔1,974〕

8,391〔7,100〕
7,389〔6,332〕
8,792〔7,732〕
8,809〔7,778〕

1,449
1,405
388

497 55,862

3,721〔2,062〕
3,720〔2,060〕
3,761〔2,098〕
3,490〔1,974〕

8,391〔7,100〕
7,389〔6,332〕
8,792〔7,732〕
8,809〔7,778〕

1,449
1,405
388

497 （55,862）

計

317,937〔139,687〕
322,450〔142,501〕
316,761〔141,484〕
218,617〔123,767〕

3,721〔2,062〕
3,720〔2,060〕
3,761〔2,098〕
3,490〔1,974〕

8,391〔7,100〕
7,389〔6,332〕
8,792〔7,732〕
8,809〔7,778〕

1,449
1,405
388

点 点

看護先進科学専
攻

317,937〔139,687〕
322,450〔142,501〕
316,761〔141,484〕
218,617〔123,767〕

3,721〔2,062〕
3,720〔2,060〕
3,761〔2,098〕
3,490〔1,974〕

8,391〔7,100〕
7,389〔6,332〕
8,792〔7,732〕
8,809〔7,778〕

1,449
1,405
388

497 55,862

317,937〔139,687〕
322,450〔142,501〕
316,761〔141,484〕
218,617〔123,767〕

機械・器具 標　　本
専攻単位での特定不
能なため、申請大学
全体の数

図書及び視聴覚資料
は増加させている
（28）

図書及び視聴覚資料
は増加させている
（29）

図書は重複資料等の
整理を行ったため
減っている。
学術雑誌は和雑誌が1
減、洋雑誌が2贈と
なっている。
視聴覚資料は増加さ
せている（30）

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

図
書
・
設
備

冊 種

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌
視聴覚資料

〔うち外国書〕 点

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

看護先進科学専攻 23 室

52室 556室
2室 0室

（補助職員　　人） （補助職員　　人）

（　　　　0 ㎡） （　　　　　0 ㎡） （125,398 ㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

83室

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

125,398 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 125,398 ㎡

（125,398 ㎡）

そ　の　他 13,929 ㎡ 0㎡ 0㎡ 13,929 ㎡

合　　　計 111,596 ㎡ 0㎡ 0㎡ 111,596 ㎡

0㎡ 0㎡ 19,972 ㎡

小　　　計 97,667 ㎡ 0㎡ 0㎡ 97,667 ㎡

計

土地売却のため(29）

校

地

等

校 舎 敷 地 77,695 ㎡ 0㎡ 0㎡ 77,695 ㎡

運動場用地 19,972 ㎡

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

医歯学総合研究科

（修士課程）

医歯理工保健学
専攻

2 131 － 131 修士（医科学）
（歯科学）
（理学）
（工学）
（保健学）
（口腔保健学）
（医療管理学）
（医療政策学）
（グローバル健康
医学）

0.95 H30年度

医歯理工学専攻 2 － － － 修士（医科学）
（歯科学）
（理学）
（工学）
（口腔保健学）
（医療管理学）
（医療政策学）

－ H24年度

平成30年度より学
生募集停止

（博士課程）

医歯学専攻 4 181 － 181

博士（医　学）
（歯　学）
（数理医科学）
（学　術）

1.13 H30年度

生命理工医療科
学専攻

3 25 － 25
博士（理　学）
（工　学）
（保健学）

0.88 H30年度

医歯学系専攻 4

－ － － 博士（医　学）
（歯　学）
（学　術）

－

H24年度
平成30年度より学
生募集停止

生命理工学系専
攻

3

－ － －
博士（理　学）
（工　学）

－

H24年度
平成30年度より学
生募集停止

口腔機能再構築
学系専攻

4 － － － 博士（医　学）
（歯　学）
（学　術）

－ H12年度 平成24年度より学
生募集停止

顎顔面頸部機能
再建学系専攻

4 － － － 博士（医　学）
（歯　学）
（学　術）

－ H11年度 平成24年度より学
生募集停止

生体支持組織学
系専攻

4 － － － 博士（医　学）
（歯　学）
（学　術）

－ H12年度 平成24年度より学
生募集停止

環境社会医歯学
系専攻

4 － － － 博士（医　学）
（歯　学）
（学　術）

－ H12年度 平成24年度より学
生募集停止

老化制御学系専
攻

4 － － － 博士（医　学）
（歯　学）
（学　術）

－ H12年度 平成24年度より学
生募集停止

全人的医療開発
学系専攻

4 － － － 博士（医　学）
（歯　学）
（学　術）

－ H11年度 平成24年度より学
生募集停止

認知行動医学系
専攻

4 － － － 博士（医　学）
（歯　学）
（学　術）

－ H11年度 平成24年度より学
生募集停止

生体環境応答学
系専攻

4 － － － 博士（医　学）
（歯　学）
（学　術）

－ H12年度 平成24年度より学
生募集停止

器官システム制
御学系専攻

4 － － － 博士（医　学）
（歯　学）
（学　術）

－ H12年度 平成24年度より学
生募集停止

先端医療開発学
系専攻

4 － － － 博士（医　学）
（歯　学）
（学　術）

－ H12年度 平成24年度より学
生募集停止

４　ＡＣ対象学部等を含む大学等の状況

　東　京　医　科　歯　科　大　学　大　学　院

東京都文京区湯島
１－５－４５
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東京医科歯科大
学・チリ大学国
際連携医学系専
攻

5 3 － 9 博士（医　学） 0.33 H28年度

東京医科歯科大
学・チュラロン
コーン大学国際
連携歯学系専攻

5 3 － 6 博士（歯　学） 0.66 H28年度 平成28年度8月開
設

保健衛生学研究科

（博士課程（前期））

生体検査科学専
攻

2 － － － 修士（保健学） － H13年度
平成30年度より学
生募集停止

（博士課程（後期））

総合保健看護学
専攻

3 － － － 博士（看護学） － H13年度 平成28年度より学
生募集停止

生体検査科学専
攻

3 － － － 博士（保健学） － H13年度
平成30年度より学
生募集停止

（博士課程）

看護先進科学専
攻

5 13 － 65 博士（看護学） 1.01 H26年度

共同災害看護学
専攻

5 2 － 10 博士（看護学） 1.10 H26年度

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人
医学部 2年次

医学科 6 101 5 631 学士（医学） 1.00 S26年度

保健衛生学科 4 90 360 学士（看護学）、
学士（保健学）

1.01 H元年度

歯学部

歯学科 6 53 318 学士（歯学） 1.00 S26年度

2年次

口腔保健学科 4 32 5 155 1.03 H16年度

3年次

6

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の
　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。
　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，
　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている
　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。
　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上
　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。
　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。
      ・ＡＣ対象学部等については、必ず記入するとともに、下線を引いてください。

東京都文京区湯島
１－５－４５

学士（口腔保健
学）

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），
　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，
　　　　平成３０年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。
　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　東　京　医　科　歯　科　大　学
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【認可時又は届出時】 【平成２６年度】 【平成２７年度】 【平成２８年度】 【平成２９年度】 【平成３０年度】

５　教員組織の状況

＜保健衛生学研究科　看護先進科学専攻（博士課程）＞

（１）ー① 担当教員表

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

専
教授

佐々木　明子
（57）

＜平成26年4月＞

専
教授

佐々木　明子
（58）

＜平成26年4月＞

看護教育学特論、地
域保健看護学特論
A、地域保健看護学
演習A、地域保健看
護学特論、インディ
ペンデントスタディ
A、インディペンデ
ントスタディB、特
別研究

看護教育学特論、地
域保健看護学特論A、
地域保健看護学演習
A、地域保健看護学特
論、インディペンデ
ントスタディA、イン
ディペンデントスタ
ディB、特別研究、
特別研究Ⅰ、特別研
究Ⅱ

専
教授

佐々木　明子
（59）

＜平成26年4月＞

専
教授

佐々木　明子
（60）

＜平成26年4月＞

看護教育学特論、地
域保健看護学特論
A、地域保健看護学
演習A、地域保健看
護学特論、インディ
ペンデントスタディ
A、インディペンデ
ントスタディB、特
別研究、特別研究
Ⅰ、特別研究Ⅱ

看護教育学特論、地
域保健看護学特論
A、地域保健看護学
演習A、地域保健看
護学特論、インディ
ペンデントスタディ
A、インディペンデ
ントスタディB、特
別研究、特別研究
Ⅰ、特別研究Ⅱ

専
教授

佐々木　明子
（61）

＜平成26年4月＞

専
教授

佐々木　明子
（62）

＜平成26年4月＞

看護教育学特論、地
域保健看護学特論
A、地域保健看護学
演習A、地域保健看
護学特論、インディ
ペンデントスタディ
A、インディペンデ
ントスタディB、特
別研究、特別研究
Ⅰ、特別研究Ⅱ

看護教育学特論、地
域保健看護学特論
A、地域保健看護学
演習A、地域保健看
護学特論、インディ
ペンデントスタディ
A、インディペンデ
ントスタディB、特
別研究、特別研究
Ⅰ、特別研究Ⅱ

専
教授

井上　智子
（58）

＜平成26年4月＞

専
教授

井上　智子
（59）

＜平成26年4月＞

家族看護学特論、看
護教育学特論、看護
研究方法論（グラン
デッドセオリー）、
先端侵襲緩和ケア看
護学特論A、先端侵
襲緩和ケア看護学演
習A、先端侵襲緩和
ケア看護学特論B、
先端侵襲緩和ケア看
護学演習B、先端侵
襲緩和ケア看護学実
習、先端侵襲緩和ケ
ア看護学特論、イン
ディペンデントスタ
ディA、インディペ
ンデントスタディ
B、、特別研究

家族看護学特論、看
護教育学特論、看護
研究方法論（グラン
デッドセオリー）、
先端侵襲緩和ケア看
護学特論A、先端侵襲
緩和ケア看護学演習
A、先端侵襲緩和ケア
看護学特論B、先端侵
襲緩和ケア看護学演
習B、先端侵襲緩和ケ
ア看護学実習、先端
侵襲緩和ケア看護学
特論、インディペン
デントスタディA、イ
ンディペンデントス
タディB、特別研
究、がんエンドオブ
ライフケア看護学特
論Ａ－2、がんエン
ドオブライフケア看
護学演習Ａ、特別研
究Ⅰ、特別研究Ⅱ

専
教授

井上　智子
（60）

＜平成26年4月＞

家族看護学特論、看
護教育学特論、看護
研究方法論（グラン
デッドセオリー）、
先端侵襲緩和ケア看
護学特論A、先端侵
襲緩和ケア看護学演
習A、先端侵襲緩和
ケア看護学特論B、
先端侵襲緩和ケア看
護学演習B、先端侵
襲緩和ケア看護学実
習、先端侵襲緩和ケ
ア看護学特論、イン
ディペンデントスタ
ディA、インディペ
ンデントスタディ
B、特別研究、がん
エンドオブライフ
ケア看護学特論Ａ
－2、がんエンドオ
ブライフケア看護
学演習Ａ、特別研
究Ⅰ、特別研究Ⅱ

専
教授

田中　真琴
（43）

＜平成28年6月＞

看護研究方法論
（グランデッドセ
オリー）、先端侵
襲緩和ケア看護学
特論A、先端侵襲緩
和ケア看護学演習
A、先端侵襲緩和ケ
ア看護学特論B、先
端侵襲緩和ケア看
護学演習B、先端侵
襲緩和ケア看護学
実習、先端侵襲緩
和ケア看護学特
論、インディペン
デントスタディA、
インディペンデン
トスタディB、がん
エンドオブライフ
ケア看護学特論Ａ
－2、がんエンドオ
ブライフケア看護
学演習Ａ、特別研
究Ⅰ、特別研究
Ⅱ、家族看護学特
論

専
教授

田中　真琴
（44）

＜平成28年6月＞

専
教授

田中　真琴
（45）

＜平成28年6月＞

看護研究方法論
（グランデッドセ
オリー）、先端侵
襲緩和ケア看護学
特論A、先端侵襲緩
和ケア看護学演習
A、先端侵襲緩和ケ
ア看護学特論B、先
端侵襲緩和ケア看
護学演習B、先端侵
襲緩和ケア看護学
実習、先端侵襲緩
和ケア看護学特
論、インディペン
デントスタディA、
インディペンデン
トスタディB、 がん
エンドオブライフ
ケア看護学特論Ａ
－2、がんエンドオ
ブライフケア看護
学演習Ａ、特別研
究Ⅰ、特別研究
Ⅱ、家族看護学特
論、看護教育学特
論

看護研究方法論
（グランデッドセ
オリー）、先端侵
襲緩和ケア看護学
特論A、先端侵襲緩
和ケア看護学演習
A、先端侵襲緩和ケ
ア看護学特論B、先
端侵襲緩和ケア看
護学演習B、先端侵
襲緩和ケア看護学
実習、先端侵襲緩
和ケア看護学特
論、インディペン
デントスタディA、
インディペンデン
トスタディB、 がん
エンドオブライフ
ケア看護学特論Ａ
－2、がんエンドオ
ブライフケア看護
学演習Ａ、特別研
究Ⅰ、特別研究
Ⅱ、家族看護学特
論、看護教育学特
論

専
教授

緒方　泰子
（45）

＜平成26年4月＞

専
教授

緒方　泰子
（46）

＜平成26年4月＞

看護学研究法特論、
家族看護学特論、看
護情報統計学特論、
高齢社会看護ケア開
発学特論A、高齢社
会看護ケア開発学演
習A、高齢社会看護
ケア開発学特論B、
高齢社会看護ケア開
発学演習B、高齢社
会看護ケア開発学実
習、高齢社会看護ケ
ア開発学特論、イン
ディペンデントスタ
ディA、インディペ
ンデントスタディ
B、、特別研究

看護学研究法特論、
家族看護学特論、看
護情報統計学特論、
高齢社会看護ケア開
発学特論A、高齢社会
看護ケア開発学演習
A、高齢社会看護ケア
開発学特論B、高齢社
会看護ケア開発学演
習B、高齢社会看護ケ
ア開発学実習、高齢
社会看護ケア開発学
特論、インディペン
デントスタディA、イ
ンディペンデントス
タディB、特別研
究、特別研究Ⅰ、特
別研究Ⅱ

専
教授

緒方　泰子
（47）

＜平成26年4月＞

専
教授

緒方　泰子
（48）

＜平成26年4月＞
看護学研究法特論、
家族看護学特論、看
護情報統計学特
論、高齢社会看護ケ
ア開発学特論A、高
齢社会看護ケア開発
学演習A、高齢社会
看護ケア開発学特論
B、高齢社会看護ケ
ア開発学演習B、高
齢社会看護ケア開発
学実習、高齢社会看
護ケア開発学特論、
インディペンデント
スタディA、イン
ディペンデントスタ
ディB、特別研究、
特別研究Ⅰ、特別
研究Ⅱ

看護学研究法特論、
家族看護学特論、看
護情報統計学特
論、高齢社会看護ケ
ア開発学特論A、高
齢社会看護ケア開発
学演習A、高齢社会
看護ケア開発学特論
B、高齢社会看護ケ
ア開発学演習B、高
齢社会看護ケア開発
学実習、高齢社会看
護ケア開発学特論、
インディペンデント
スタディA、イン
ディペンデントスタ
ディB、特別研究、
特別研究Ⅰ、特別
研究Ⅱ

専
教授

緒方　泰子
（49）

＜平成26年4月＞

専
教授

緒方　泰子
（50）

＜平成26年4月＞
看護学研究法特論、
家族看護学特論、看
護情報統計学特
論、高齢社会看護ケ
ア開発学特論A、高
齢社会看護ケア開発
学演習A、高齢社会
看護ケア開発学特論
B、高齢社会看護ケ
ア開発学演習B、高
齢社会看護ケア開発
学実習、高齢社会看
護ケア開発学特論、
インディペンデント
スタディA、イン
ディペンデントスタ
ディB、特別研究、
特別研究Ⅰ、特別
研究Ⅱ

看護学研究法特論、
家族看護学特論、看
護情報統計学特
論、高齢社会看護ケ
ア開発学特論A、高
齢社会看護ケア開発
学演習A、高齢社会
看護ケア開発学特論
B、高齢社会看護ケ
ア開発学演習B、高
齢社会看護ケア開発
学実習、高齢社会看
護ケア開発学特論、
インディペンデント
スタディA、イン
ディペンデントスタ
ディB、特別研究、
特別研究Ⅰ、特別
研究Ⅱ

専 教授

本田　彰子
（53）

＜平成26年4月＞

専 教授

本田　彰子
（54）

＜平成26年4月＞

看護学研究法特論、
家族看護学特論、看
護教育学特論、在宅
ケア看護学特論A、
在宅ケア看護学演習
A、在宅ケア看護学
特論、インディペン
デントスタディA、
インディペンデント
スタディB、、特別

研究

看護学研究法特論、
家族看護学特論、看
護教育学特論、在宅
ケア看護学特論A、在
宅ケア看護学演習A、
在宅ケア看護学特

論、インディペンデ
ントスタディA、イン
ディペンデントスタ
ディB、医療情報

学、 特別研究、特別
研究Ⅰ、特別研究

Ⅱ、がんエンドオブ
ライフケア看護学特
論Ａ－１、がんエン
ドオブライフケア看
護学特論Ａ－2、が
んエンドオブライフ
ケア看護学演習Ａ、
がんエンドオブライ
フケア看護学特論
B、がんエンドオブ
ライフケア看護学演
習B、がんエンドオ
ブライフケア看護学

実習

専 教授

本田　彰子
（55）

＜平成26年4月＞

専 教授

本田　彰子
（56）

＜平成26年4月＞

看護学研究法特
論、家族看護学特
論、看護教育学特

論、在宅ケア看護学
特論A、在宅ケア看
護学演習A、在宅ケ
ア看護学特論、イン
ディペンデントスタ
ディA、インディペ
ンデントスタディ
B、医療情報学、看
護情報統計学特

論、 特別研究、特別
研究Ⅰ、特別研究
Ⅱ、がんエンドオ
ブライフケア看護
学特論Ａ－１、が
んエンドオブライ
フケア看護学特論
Ａ－2、がんエンド
オブライフケア看
護学演習Ａ、がん
エンドオブライフ
ケア看護学特論B、
がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習B、がんエンドオ
ブライフケア看護

学実習

看護学研究法特
論、家族看護学特
論、看護教育学特

論、在宅ケア看護学
特論A、在宅ケア看
護学演習A、在宅ケ
ア看護学特論、イン
ディペンデントスタ
ディA、インディペ
ンデントスタディ
B、医療情報学、看
護情報統計学特

論、 特別研究、特別
研究Ⅰ、特別研究
Ⅱ、がんエンドオ
ブライフケア看護
学特論Ａ－１、が
んエンドオブライ
フケア看護学特論
Ａ－2、がんエンド
オブライフケア看
護学演習Ａ、がん
エンドオブライフ
ケア看護学特論B、
がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習B、がんエンドオ
ブライフケア看護

学実習

専 教授

本田　彰子
（57）

＜平成26年4月＞

専 教授

本田　彰子
（58）

＜平成26年4月＞

看護学研究法特
論、家族看護学特
論、看護教育学特

論、在宅ケア看護学
特論A、在宅ケア看
護学演習A、在宅ケ
ア看護学特論、イン
ディペンデントスタ
ディA、インディペ
ンデントスタディ
B、医療情報学、看
護情報統計学特

論、 特別研究、特別
研究Ⅰ、特別研究
Ⅱ、がんエンドオ
ブライフケア看護
学特論Ａ－１、が
んエンドオブライ
フケア看護学特論
Ａ－2、がんエンド
オブライフケア看
護学演習Ａ、がん
エンドオブライフ
ケア看護学特論B、
がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習B、がんエンドオ
ブライフケア看護

学実習

看護学研究法特
論、家族看護学特
論、看護教育学特

論、在宅ケア看護学
特論A、在宅ケア看
護学演習A、在宅ケ
ア看護学特論、イン
ディペンデントスタ
ディA、インディペ
ンデントスタディ
B、医療情報学、看
護情報統計学特

論、 特別研究、特別
研究Ⅰ、特別研究
Ⅱ、がんエンドオ
ブライフケア看護
学特論Ａ－１、が
んエンドオブライ
フケア看護学特論
Ａ－2、がんエンド
オブライフケア看
護学演習Ａ、がん
エンドオブライフ
ケア看護学特論B、
がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習B、がんエンドオ
ブライフケア看護

学実習

専 教授

齋藤　やよい
（55）

＜平成26年4月＞

専 教授

齋藤　やよい
（56）

＜平成26年4月＞

看護ケア技術開発学
特論A、看護ケア技
術開発学演習A、看
護ケア技術開発学特
論B、看護ケア技術
開発学演習B、看護
ケア技術開発学特

論、インディペンデ
ントスタディA、イ
ンディペンデントス
タディB、、特別研

究

看護ケア技術開発学
特論A、看護ケア技術
開発学演習A、看護ケ
ア技術開発学特論B、
看護ケア技術開発学
演習B、看護ケア技術
開発学特論、イン

ディペンデントスタ
ディA、インディペン
デントスタディB、特
別研究、特別研究
Ⅰ、特別研究Ⅱ

専 教授

齋藤　やよい
（57）

＜平成26年4月＞

専 教授

齋藤　やよい
（58）

＜平成26年4月＞

看護ケア技術開発学
特論A、看護ケア技
術開発学演習A、看
護ケア技術開発学特
論B、看護ケア技術
開発学演習B、看護
ケア技術開発学特

論、インディペンデ
ントスタディA、イ
ンディペンデントス
タディB、 特別研
究、特別研究Ⅰ、

特別研究Ⅱ

看護ケア技術開発学
特論A、看護ケア技
術開発学演習A、看
護ケア技術開発学特
論B、看護ケア技術
開発学演習B、看護
ケア技術開発学特

論、インディペンデ
ントスタディA、イ
ンディペンデントス
タディB、 特別研
究、特別研究Ⅰ、

特別研究Ⅱ

専 教授

齋藤　やよい
（59）

＜平成26年4月＞

看護ケア技術開発学
特論A、看護ケア技
術開発学演習A、看
護ケア技術開発学特
論B、看護ケア技術
開発学演習B、看護
ケア技術開発学特

論、インディペンデ
ントスタディA、イ
ンディペンデントス
タディB、 特別研
究、特別研究Ⅰ、

特別研究Ⅱ

18



専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　
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氏　　名
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＞
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＞
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兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

専 教授

廣瀬　たい子
（62）

＜平成26年4月＞

専 教授

廣瀬　たい子
（63）

＜平成26年4月＞

家族看護学特論、小
児・家族発達看護学
特論A-1、小児・家
族発達看護学演習A-
1、小児・家族発達
看護学特論A-2、小
児・家族発達看護学
演習A-2、小児・家
族発達看護学特論
B、小児・家族発達
看護学演習B、小

児・家族発達看護学
実習、小児・家族発
達看護学特論、イン
ディペンデントスタ
ディA、インディペ
ンデントスタディ
B、、特別研究

家族看護学特論、小
児・家族発達看護学
特論A-1、小児・家族
発達看護学演習A-1、
小児・家族発達看護
学特論A-2、小児・家
族発達看護学演習A-
2、小児・家族発達看
護学特論B、小児・家
族発達看護学演習B、
小児・家族発達看護
学実習、小児・家族
発達看護学特論、イ
ンディペンデントス
タディA、インディペ
ンデントスタディB、
特別研究、精神保健
看護学特論A-1、特
別研究Ⅰ、特別研究

Ⅱ

専 教授

廣瀬　たい子
（64）

＜平成26年4月＞

兼任 講師

廣瀬　たい子
（65）

＜平成26年4月＞

家族看護学特論、小
児・家族発達看護学
特論A-1、小児・家
族発達看護学演習A-
1、小児・家族発達
看護学特論A-2、小
児・家族発達看護学
演習A-2、小児・家
族発達看護学特論
B、小児・家族発達
看護学演習B、小

児・家族発達看護学
実習、小児・家族発
達看護学特論、イン
ディペンデントスタ
ディA、インディペ
ンデントスタディ
B、特別研究、精神
保健看護学特論A-
1、特別研究Ⅰ、特

別研究Ⅱ

家族看護学特論、
小児・家族発達看
護学特論A-1、小
児・家族発達看護
学演習A-1、小児・
家族発達看護学特
論A-2、小児・家族
発達看護学演習A-
2、小児・家族発達
看護学特論B、小
児・家族発達看護
学演習B、小児・家
族発達看護学実

習、小児・家族発
達看護学特論、イ
ンディペンデント
スタディA、イン
ディペンデントス
タディB、特別研
究、精神保健看護
学特論A-1 、特別研
究Ⅰ、特別研究Ⅱ

兼任 講師

廣瀬　たい子
（66）

＜平成26年4月＞

家族看護学特論、
小児・家族発達看
護学特論A-1、小
児・家族発達看護
学演習A-1、小児・
家族発達看護学特
論A-2、小児・家族
発達看護学演習A-
2、小児・家族発達
看護学特論B、小
児・家族発達看護
学演習B、小児・家
族発達看護学実

習、小児・家族発
達看護学特論、イ
ンディペンデント
スタディA、イン
ディペンデントス
タディB、特別研
究、精神保健看護
学特論A-1 、特別研
究Ⅰ、特別研究Ⅱ

専 教授

丸　光惠
（49）

＜平成26年4月＞

専 教授

丸　光惠
（50）

＜平成26年4月＞

国際看護研究方法
論、看護研究方法論
（国際比較研究）、
国際看護開発学特論
A、国際看護開発学
演習A、国際看護開
発学特論、インディ
ペンデントスタディ
A、インディペンデ
ントスタディB、特

別研究

国際看護研究方法
論、看護研究方法論
（国際比較研究）、
国際看護開発学特論
A、国際看護開発学演
習A、国際看護開発学
特論、インディペン
デントスタディA、イ
ンディペンデントス
タディB、特別研

究、特別研究Ⅰ、特
別研究Ⅱ

専 教授

近藤　暁子
（46）

＜平成27年4月＞

専 教授

近藤　暁子
（47）

＜平成27年4月＞

国際看護研究方法
論、看護研究方法論

（国際比較研
究）、国際看護開発
学特論A、国際看護
開発学演習A、国際
看護開発学特論、イ
ンディペンデントス
タディA、インディ
ペンデントスタディ
B、特別研究、特別
研究Ⅰ、特別研究

Ⅱ

国際看護研究方法
論、看護研究方法論

（国際比較研
究）、国際看護開発
学特論A、国際看護
開発学演習A、国際
看護開発学特論、イ
ンディペンデントス
タディA、インディ
ペンデントスタディ
B、特別研究、特別
研究Ⅰ、特別研究

Ⅱ

専 教授

近藤　暁子
（48）

＜平成27年4月＞

専 教授

近藤　暁子
（49）

＜平成27年4月＞

国際看護研究方法
論、看護研究方法論

（国際比較研
究）、国際看護開発
学特論A、国際看護
開発学演習A、国際
看護開発学特論、イ
ンディペンデントス
タディA、インディ
ペンデントスタディ
B、特別研究、特別
研究Ⅰ、特別研究

Ⅱ

国際看護研究方法
論、看護研究方法論

（国際比較研
究）、国際看護開発
学特論A、国際看護
開発学演習A、国際
看護開発学特論、イ
ンディペンデントス
タディA、インディ
ペンデントスタディ
B、特別研究、特別
研究Ⅰ、特別研究

Ⅱ

専 教授

田上　美千佳
（51）

＜平成26年4月＞

専 教授

田上　美千佳
（52）

＜平成26年4月＞

家族看護学特論、看
護教育学特論、精神
保健看護学特論A-
1、精神保健看護学
特論A-2、精神保健
看護学演習A、精神
保健看護学特論B-
1、精神保健看護学
特論B-2、精神保健
看護学演習B、精神
保健看護学実習、精
神保健看護学特論、
インディペンデント
スタディA、イン

ディペンデントスタ
ディB、、特別研究

家族看護学特論、看
護教育学特論、精神
保健看護学特論A-1、
精神保健看護学特論
A-2、精神保健看護学
演習A、精神保健看護
学特論B-1、精神保
健看護学特論B-2、
精神保健看護学演習
B、精神保健看護学実
習、精神保健看護学
特論、インディペン
デントスタディA、イ
ンディペンデントス
タディB、特別研

究、特別研究Ⅰ、特
別研究Ⅱ

専 教授

田上　美千佳
（53）

＜平成26年4月＞

専 教授

田上　美千佳
（54）

＜平成26年4月＞

家族看護学特論、看
護教育学特論、精神
保健看護学特論A-
1、精神保健看護学
特論A-2、精神保健
看護学演習A、精神
保健看護学特論B-
1、精神保健看護学
特論B-2、精神保健
看護学演習B、精神
保健看護学実習、精
神保健看護学特論、
インディペンデント
スタディA、イン

ディペンデントスタ
ディB、特別研究、
特別研究Ⅰ、特別

研究Ⅱ

家族看護学特論、看
護教育学特論、精神
保健看護学特論A-
1、精神保健看護学
特論A-2、精神保健
看護学演習A、精神
保健看護学特論B-
1、精神保健看護学
特論B-2、精神保健
看護学演習B、精神
保健看護学実習、精
神保健看護学特論、
インディペンデント
スタディA、イン

ディペンデントスタ
ディB、特別研究、
特別研究Ⅰ、特別

研究Ⅱ

専 教授

田上　美千佳
（55）

＜平成26年4月＞

専 教授

田上　美千佳
（56）

＜平成26年4月＞

家族看護学特論、看
護教育学特論、精神
保健看護学特論A-
1、精神保健看護学
特論A-2、精神保健
看護学演習A、精神
保健看護学特論B-
1、精神保健看護学
特論B-2、精神保健
看護学演習B、精神
保健看護学実習、精
神保健看護学特論、
インディペンデント
スタディA、イン

ディペンデントスタ
ディB、特別研究、
特別研究Ⅰ、特別

研究Ⅱ

家族看護学特論、看
護教育学特論、精神
保健看護学特論A-
1、精神保健看護学
特論A-2、精神保健
看護学演習A、精神
保健看護学特論B-
1、精神保健看護学
特論B-2、精神保健
看護学演習B、精神
保健看護学実習、精
神保健看護学特論、
インディペンデント
スタディA、イン

ディペンデントスタ
ディB、特別研究、
特別研究Ⅰ、特別

研究Ⅱ

専 教授

大久保　功子
（52）

＜平成26年4月＞

専 教授

大久保　功子
（53）

＜平成26年4月＞

看護学研究法特論、
家族看護学特論、リ
プロダクティブヘル
ス看護学特論A、リ
プロダクティブヘル
ス看護学演習A、リ
プロダクティブヘル
ス看護学特論B、リ
プロダクティブヘル
ス看護学演習B、リ
プロダクティブヘル
ス看護学特論、イン
ディペンデントスタ
ディA、インディペ
ンデントスタディ
B、、特別研究

看護学研究法特論、
家族看護学特論、リ
プロダクティブヘル
ス看護学特論A、リプ
ロダクティブヘルス
看護学演習A、リプロ
ダクティブヘルス看
護学特論B、リプロダ
クティブヘルス看護
学演習B、リプロダク
ティブヘルス看護学
特論、インディペン
デントスタディA、イ
ンディペンデントス
タディB、特別研

究、特別研究Ⅰ、特
別研究Ⅱ

専 教授

大久保　功子
（54）

＜平成26年4月＞

専 教授

大久保　功子
（55）

＜平成26年4月＞

看護学研究法特論、
家族看護学特論、リ
プロダクティブヘル
ス看護学特論A、リ
プロダクティブヘル
ス看護学演習A、リ
プロダクティブヘル
ス看護学特論B、リ
プロダクティブヘル
ス看護学演習B、リ
プロダクティブヘル
ス看護学特論、イン
ディペンデントスタ
ディA、インディペ
ンデントスタディ
B、特別研究、特別
研究Ⅰ、特別研究

Ⅱ

看護学研究法特論、
家族看護学特論、リ
プロダクティブヘル
ス看護学特論A、リ
プロダクティブヘル
ス看護学演習A、リ
プロダクティブヘル
ス看護学特論B、リ
プロダクティブヘル
ス看護学演習B、リ
プロダクティブヘル
ス看護学特論、イン
ディペンデントスタ
ディA、インディペ
ンデントスタディ
B、特別研究、特別
研究Ⅰ、特別研究

Ⅱ

専 教授

大久保　功子
（56）

＜平成26年4月＞

専 教授

大久保　功子
（57）

＜平成26年4月＞

看護学研究法特論、
家族看護学特論、リ
プロダクティブヘル
ス看護学特論A、リ
プロダクティブヘル
ス看護学演習A、リ
プロダクティブヘル
ス看護学特論B、リ
プロダクティブヘル
ス看護学演習B、リ
プロダクティブヘル
ス看護学特論、イン
ディペンデントスタ
ディA、インディペ
ンデントスタディ
B、特別研究、特別
研究Ⅰ、特別研究

Ⅱ

看護学研究法特論、
家族看護学特論、リ
プロダクティブヘル
ス看護学特論A、リ
プロダクティブヘル
ス看護学演習A、リ
プロダクティブヘル
ス看護学特論B、リ
プロダクティブヘル
ス看護学演習B、リ
プロダクティブヘル
ス看護学特論、イン
ディペンデントスタ
ディA、インディペ
ンデントスタディ
B、特別研究、特別
研究Ⅰ、特別研究
Ⅱ、医療情報学、
看護情報統計学特
論、看護研究方法
論（グランデッド

セオリー）

専 教授

未定
＜平成26年4月＞

専
准教
授

山崎　智子
(49)

＜平成26年6月＞

看護情報統計学特
論、がんエンドオブ
ライフケア看護学特
論A-1、がんエンド
オブライフケア看護
学特論A-2、がんエ
ンドオブライフケア
看護学演習A、がん
エンドオブライフケ
ア看護学特論B、が
んエンドオブライフ
ケア看護学演習B、
がんエンドオブライ
フケア看護学実習、
がんエンドオブライ
フケア看護学特論、
看護病態生理学、イ
ンディペンデントス
タディA、インディ
ペンデントスタディ

B、、特別研究

看護情報統計学特
論、がんエンドオブ
ライフケア看護学特
論A-1、がんエンドオ
ブライフケア看護学
特論A-2、がんエンド
オブライフケア看護
学演習A、がんエンド
オブライフケア看護
学特論B、がんエンド
オブライフケア看護
学演習B、がんエンド
オブライフケア看護
学実習、がんエンド
オブライフケア看護
学特論、看護病態生
理学、インディペン
デントスタディA、イ
ンディペンデントス
タディB、特別研

究、特別研究Ⅰ、特
別研究Ⅱ

専
准教
授

山崎　智子
(50)

＜平成26年6月＞

専
准教
授

山崎　智子
(51)

＜平成26年6月＞
看護情報統計学特
論、がんエンドオブ
ライフケア看護学特
論A-1、がんエンド
オブライフケア看護
学特論A-2、がんエ
ンドオブライフケア
看護学演習A、がん
エンドオブライフケ
ア看護学特論B、が
んエンドオブライフ
ケア看護学演習B、
がんエンドオブライ
フケア看護学実習、
がんエンドオブライ
フケア看護学特論、
看護病態生理学、イ
ンディペンデントス
タディA、インディ
ペンデントスタディ
B、特別研究、特別
研究Ⅰ、特別研究

Ⅱ

看護情報統計学特
論、がんエンドオブ
ライフケア看護学特
論A-1、がんエンド
オブライフケア看護
学特論A-2、がんエ
ンドオブライフケア
看護学演習A、がん
エンドオブライフケ
ア看護学特論B、が
んエンドオブライフ
ケア看護学演習B、
がんエンドオブライ
フケア看護学実習、
がんエンドオブライ
フケア看護学特論、
看護病態生理学、イ
ンディペンデントス
タディA、インディ
ペンデントスタディ
B、特別研究、特別
研究Ⅰ、特別研究

Ⅱ

専
准教
授

山崎　智子
(52)

＜平成26年6月＞

専
准教
授

山崎　智子
(53)

＜平成26年6月＞
看護情報統計学特
論、がんエンドオブ
ライフケア看護学特
論A-1、がんエンド
オブライフケア看護
学特論A-2、がんエ
ンドオブライフケア
看護学演習A、がん
エンドオブライフケ
ア看護学特論B、が
んエンドオブライフ
ケア看護学演習B、
がんエンドオブライ
フケア看護学実習、
がんエンドオブライ
フケア看護学特論、
看護病態生理学、イ
ンディペンデントス
タディA、インディ
ペンデントスタディ
B、特別研究、特別
研究Ⅰ、特別研究

Ⅱ

看護情報統計学特
論、がんエンドオブ
ライフケア看護学特
論A-1、がんエンド
オブライフケア看護
学特論A-2、がんエ
ンドオブライフケア
看護学演習A、がん
エンドオブライフケ
ア看護学特論B、が
んエンドオブライフ
ケア看護学演習B、
がんエンドオブライ
フケア看護学実習、
がんエンドオブライ
フケア看護学特論、
看護病態生理学、イ
ンディペンデントス
タディA、インディ
ペンデントスタディ
B、特別研究、特別
研究Ⅰ、特別研究

Ⅱ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

専 教授

未定
＜平成26年4月＞

看護情報統計学特
論、看護政策学特
論、看護管理学特

論、看護システムマ
ネジメント学特論
A、看護システムマ
ネジメント学特論
B、看護システムマ
ネジメント学演習
A、看護システムマ
ネジメント学演習
B、看護システムマ
ネジメント学特論、
インディペンデント
スタディA、イン

ディペンデントスタ
ディB、、特別研究

専
准教
授

深堀　浩樹
（37）

＜平成26年4月＞

専
准教
授

深堀　浩樹
（38）

＜平成26年4月＞

看護学研究法特論、
インディペンデント
スタディA、イン

ディペンデントスタ
ディB、、特別研究

看護学研究法特論、
インディペンデント
スタディA、インディ
ペンデントスタディ
B、特別研究、看護
管理学特論、看護政
策学特論、看護シス
テムマネジメント学
特論A、看護システ
ムマネジメント学特
論Ｂ、看護システム
マネジメント学演習
Ａ、看護システムマ
ネジメント学演習

Ｂ、看護システムマ
ネジメント学特論、
特別研究Ⅰ、特別研

究Ⅱ

専
准教
授

深堀　浩樹
（39）

＜平成26年4月＞

専
准教
授

深堀　浩樹
（40）

＜平成26年4月＞

看護学研究法特論、
インディペンデント
スタディA、イン

ディペンデントスタ
ディB、特別研究、
看護管理学特論、
看護政策学特論、
看護システムマネ
ジメント学特論A、
看護システムマネ
ジメント学特論

Ｂ、看護システム
マネジメント学演
習Ａ、看護システ
ムマネジメント学
演習Ｂ、看護シス
テムマネジメント
学特論、特別研究
Ⅰ、特別研究Ⅱ

看護学研究法特論、
インディペンデント
スタディA、イン

ディペンデントスタ
ディB、特別研究、
看護管理学特論、
看護政策学特論、
看護システムマネ
ジメント学特論A、
看護システムマネ
ジメント学特論

Ｂ、看護システム
マネジメント学演
習Ａ、看護システ
ムマネジメント学
演習Ｂ、看護シス
テムマネジメント
学特論、特別研究
Ⅰ、特別研究Ⅱ、
国際看護研究方法

論

専
准教
授

深堀　浩樹
（41）

＜平成26年4月＞

兼任 講師

深堀　浩樹
（42）

＜平成30年4月＞

看護学研究法特論、
インディペンデント
スタディA、イン

ディペンデントスタ
ディB、特別研究、
看護管理学特論、
看護政策学特論、
看護システムマネ
ジメント学特論A、
看護システムマネ
ジメント学特論

Ｂ、看護システム
マネジメント学演
習Ａ、看護システ
ムマネジメント学
演習Ｂ、看護シス
テムマネジメント
学特論、特別研究
Ⅰ、特別研究Ⅱ 、
国際看護研究方法

論

看護管理学特論

専
准教
授

佐藤　可奈
（37）

＜平成30年4月＞

インディペンデン
トスタディA、イン
ディペンデントス
タディB、看護管理
学特論、看護政策
学特論、看護シス
テムマネジメント
学特論A、看護シス
テムマネジメント
学特論Ｂ、看護シ
ステムマネジメン
ト学演習Ａ、看護
システムマネジメ
ント学演習Ｂ、看
護システムマネジ
メント学特論、特
別研究Ⅰ、特別研
究Ⅱ、看護学研究

法特論

専 准教
授

森田　久美子
（40）

＜平成26年4月＞

専 准教
授

森田　久美子
（41）

＜平成26年4月＞

地域健康増進看護学
特論A、地域健康増
進看護学演習A、地
域健康増進看護学特
論、高齢社会看護ケ
ア開発学特論A、高
齢社会看護ケア開発
学演習A、高齢社会
看護ケア開発学特論
B、高齢社会看護ケ
ア開発学演習B、高
齢社会看護ケア開発
学実習、高齢社会看

護ケア開発学特
論、、特別研究

地域健康増進看護学
特論A、地域健康増進
看護学演習A、地域健
康増進看護学特論、
高齢社会看護ケア開
発学特論A、高齢社
会看護ケア開発学演
習A、高齢社会看護
ケア開発学特論B、
高齢社会看護ケア開
発学演習B、高齢社
会看護ケア開発学実
習、高齢社会看護ケ
ア開発学特論、 特別
研究、看護学研究法
特論、インディペン
デントスタディA、
インディペンデント
スタディB、特別研
究Ⅰ、特別研究Ⅱ

専 准教
授

森田　久美子
（42）

＜平成26年4月＞

専 准教
授

森田　久美子
（43）

＜平成26年4月＞

地域健康増進看護学
特論A、地域健康増
進看護学演習A、地
域健康増進看護学特
論、高齢社会看護ケ
ア開発学特論A、高
齢社会看護ケア開
発学演習A、高齢社
会看護ケア開発学
特論B、高齢社会看
護ケア開発学演習
B、高齢社会看護ケ
ア開発学実習、高
齢社会看護ケア開
発学特論、 特別研
究、看護学研究法
特論、インディペ
ンデントスタディ
A、インディペンデ
ントスタディB、特
別研究Ⅰ、特別研

究Ⅱ

地域健康増進看護学
特論A、地域健康増
進看護学演習A、地
域健康増進看護学特
論、高齢社会看護ケ
ア開発学特論A、高
齢社会看護ケア開
発学演習A、高齢社
会看護ケア開発学
特論B、高齢社会看
護ケア開発学演習
B、高齢社会看護ケ
ア開発学実習、高
齢社会看護ケア開
発学特論、 特別研
究、看護学研究法
特論、インディペ
ンデントスタディ
A、インディペンデ
ントスタディB、特
別研究Ⅰ、特別研

究Ⅱ

専 准教
授

森田　久美子
（44）

＜平成26年4月＞

専 准教
授

森田　久美子
（45）

＜平成26年4月＞

地域健康増進看護学
特論A、地域健康増
進看護学演習A、地
域健康増進看護学特
論、高齢社会看護ケ
ア開発学特論A、高
齢社会看護ケア開
発学演習A、高齢社
会看護ケア開発学
特論B、高齢社会看
護ケア開発学演習
B、高齢社会看護ケ
ア開発学実習、高
齢社会看護ケア開
発学特論、 特別研
究、看護学研究法
特論、インディペ
ンデントスタディ
A、インディペンデ
ントスタディB、特
別研究Ⅰ、特別研

究Ⅱ

地域健康増進看護学
特論A、地域健康増
進看護学演習A、地
域健康増進看護学特
論、高齢社会看護ケ
ア開発学特論A、高
齢社会看護ケア開
発学演習A、高齢社
会看護ケア開発学
特論B、高齢社会看
護ケア開発学演習
B、高齢社会看護ケ
ア開発学実習、高
齢社会看護ケア開
発学特論、 特別研
究、看護学研究法
特論、インディペ
ンデントスタディ
A、インディペンデ
ントスタディB、特
別研究Ⅰ、特別研

究Ⅱ

専
准教
授

美濃　由紀子
（43）

＜平成26年4月＞

専
准教
授

美濃　由紀子
（44）

＜平成26年4月＞

精神保健看護学特論
A-2、精神保健看護
学演習A、精神保健
看護学特論B-1、精
神保健看護学特論B-
2、精神保健看護学
実習、精神保健看護
学特論、、特別研究

精神保健看護学特論
A-2、精神保健看護学
演習A、精神保健看護
学特論B-1、精神保健
看護学特論B-2、精神
保健看護学実習、精
神保健看護学特論、
特 別研究、インディ
ペンデントスタディ
A、インディペンデ
ントスタディB、特
別研究Ⅰ、特別研究

Ⅱ

専
准教
授

美濃　由紀子
（45）

＜平成26年4月＞

専
准教
授

美濃　由紀子
（46）

＜平成26年4月＞

精神保健看護学特論
A-2、精神保健看護
学演習A、精神保健
看護学特論B-1、精
神保健看護学特論B-
2、精神保健看護学
実習、精神保健看護

学特論、特 別研
究、インディペン
デントスタディA、
インディペンデン
トスタディB、特別
研究Ⅰ、特別研究

Ⅱ

精神保健看護学特論
A-2、精神保健看護
学演習A、精神保健
看護学特論B-1、精
神保健看護学特論B-
2、精神保健看護学
実習、精神保健看護

学特論、特 別研
究、インディペン
デントスタディA、
インディペンデン
トスタディB、特別
研究Ⅰ、特別研究

Ⅱ

専
准教
授

美濃　由紀子
（47）

＜平成26年4月＞

専
准教
授

美濃　由紀子
（48）

＜平成26年4月＞

精神保健看護学特論
A-2、精神保健看護
学演習A、精神保健
看護学特論B-1、精
神保健看護学特論B-
2、精神保健看護学
実習、精神保健看護
学特論、特 別研究、
インディペンデン
トスタディA、イン
ディペンデントス
タディB、特別研究
Ⅰ、特別研究Ⅱ

精神保健看護学特論
A-2、精神保健看護
学演習A、精神保健
看護学特論B-1、精
神保健看護学特論B-
2、精神保健看護学
実習、精神保健看護
学特論、特別研究、
インディペンデン
トスタディA、イン
ディペンデントス
タディB、特別研究
Ⅰ、特別研究Ⅱ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

専
准教
授

未定
＜平成26年4月＞

看護ケア技術開発学
特論B、看護ケア技
術開発学特論、在宅
ケア看護学特論A、
在宅ケア看護学演習
A、在宅ケア看護学
特論、、特別研究

専 准教
授

未定
＜平成26年4月＞

兼任
非常
勤講
師

内堀　真弓
（43）

＜平成26年４月＞

リプロダクティブヘ
ルス看護学特論A、
リプロダクティブヘ
ルス看護学演習A、
リプロダクティブヘ
ルス看護学特論B、
リプロダクティブヘ
ルス看護学演習B、
リプロダクティブヘ
ルス看護学特論、、

特別研究

がんエンドオブライ
フケア看護学特論Ａ
－１

専 講師

内堀　真弓
（44）

＜平成27年４月＞

専 講師

内堀　真弓
（45）

＜平成27年４月＞

在宅ケア看護学特
論A、在宅ケア看護
学演習A、在宅ケア
看護学特論、がん
エンドオブライフ
ケア看護学特論Ａ
－１がんエンドオ
ブライフケア看護
学特論A-2、がんエ
ンドオブライフケ
ア看護学演習A、が
んエンドオブライ
フケア看護学特論
B、がんエンドオブ
ライフケア看護学
演習B、インディペ
ンデントスタディ
Ａ、インディペン
デントスタディ
Ｂ、特別研究Ⅰ、
特別研究Ⅱ

在宅ケア看護学特
論A、在宅ケア看護
学演習A、在宅ケア
看護学特論、がん
エンドオブライフ
ケア看護学特論Ａ
－１がんエンドオ
ブライフケア看護
学特論A-2、がんエ
ンドオブライフケ
ア看護学演習A、が
んエンドオブライ
フケア看護学特論
B、がんエンドオブ
ライフケア看護学
演習B、インディペ
ンデントスタディ
Ａ、インディペン
デントスタディ
Ｂ、特別研究Ⅰ、
特別研究Ⅱ

専 講師

内堀　真弓
（46）

＜平成27年４月＞

専 講師

内堀　真弓
（47）

＜平成27年４月＞

在宅ケア看護学特
論A、在宅ケア看護
学演習A、在宅ケア
看護学特論、がん
エンドオブライフ
ケア看護学特論Ａ
－１がんエンドオ
ブライフケア看護
学特論A-2、がんエ
ンドオブライフケ
ア看護学演習A、が
んエンドオブライ
フケア看護学特論
B、がんエンドオブ
ライフケア看護学
演習B、インディペ
ンデントスタディ
Ａ、インディペン
デントスタディ
Ｂ、特別研究Ⅰ、
特別研究Ⅱ

在宅ケア看護学特
論A、在宅ケア看護
学演習A、在宅ケア
看護学特論、がん
エンドオブライフ
ケア看護学特論Ａ
－１がんエンドオ
ブライフケア看護
学特論A-2、がんエ
ンドオブライフケ
ア看護学演習A、が
んエンドオブライ
フケア看護学特論
B、がんエンドオブ
ライフケア看護学
演習B、インディペ
ンデントスタディ
Ａ、インディペン
デントスタディ
Ｂ、特別研究Ⅰ、
特別研究Ⅱ

専 講師

三隅　順子
（47）

＜平成26年4月＞

専 講師

三隅　順子
（48）

＜平成26年4月＞

特別研究

特別研究、リプロダ
クティブヘルス看護
学特論A、リプロダ
クティブヘルス看護
学演習A、リプロダ
クティブヘルス看護
学特論B、リプロダ
クティブヘルス看護
学演習B、インディ
ペンデントスタディ
A、インディペンデ
ントスタディB、特
別研究Ⅰ、特別研究

Ⅱ

専 講師

三隅　順子
（49）

＜平成26年4月＞

専 講師

三隅　順子
（50）

＜平成26年4月＞

特別研究、リプロ
ダクティブヘルス
看護学特論A、リプ
ロダクティブヘル
ス看護学演習A、リ
プロダクティブヘ
ルス看護学特論B、
リプロダクティブ
ヘルス看護学演習
B、インディペンデ
ントスタディA、イ
ンディペンデント
スタディB、特別研
究Ⅰ、特別研究Ⅱ

特別研究、リプロ
ダクティブヘルス
看護学特論A、リプ
ロダクティブヘル
ス看護学演習A、リ
プロダクティブヘ
ルス看護学特論B、
リプロダクティブ
ヘルス看護学演習
B、インディペンデ
ントスタディA、イ
ンディペンデント
スタディB、特別研
究Ⅰ、特別研究Ⅱ

専 講師

三隅　順子
（51）

＜平成26年4月＞

専 講師

三隅　順子
（52）

＜平成26年4月＞

特別研究、リプロ
ダクティブヘルス
看護学特論A、リプ
ロダクティブヘル
ス看護学演習A、リ
プロダクティブヘ
ルス看護学特論B、
リプロダクティブ
ヘルス看護学演習
B、インディペンデ
ントスタディA、イ
ンディペンデント
スタディB、特別研
究Ⅰ、特別研究Ⅱ

特別研究、リプロ
ダクティブヘルス
看護学特論A、リプ
ロダクティブヘル
ス看護学演習A、リ
プロダクティブヘ
ルス看護学特論B、
リプロダクティブ
ヘルス看護学演習
B、インディペンデ
ントスタディA、イ
ンディペンデント
スタディB、特別研
究Ⅰ、特別研究Ⅱ

専 講師

矢富　有見子
（42）

＜平成26年4月＞

専 講師

矢富　有見子
（43）

＜平成26年4月＞

特別研究

特別研究、先端侵襲
緩和ケア看護学特論
Ａ、先端侵襲緩和ケ
ア看護学演習Ａ、先
端侵襲緩和ケア看護
学特論Ｂ、先端侵襲
緩和ケア看護学演習
Ｂ、先端侵襲緩和ケ
ア看護学実習、がん
エンドオブライフケ
ア看護学特論Ａ－

１、インディペンデ
ントスタディA、イ
ンディペンデントス
タディB、特別研究
Ⅰ、特別研究Ⅱ

専 講師

矢富　有見子
（44）

＜平成26年4月＞

専 講師

矢富　有見子
（45）

＜平成26年4月＞

特別研究、先端侵
襲緩和ケア看護学
特論Ａ、先端侵襲
緩和ケア看護学演
習Ａ、先端侵襲緩
和ケア看護学特論
Ｂ、先端侵襲緩和
ケア看護学演習

Ｂ、先端侵襲緩和
ケア看護学実習、
がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論Ａ－１、イン

ディペンデントス
タディA、インディ
ペンデントスタ
ディB、特別研究
Ⅰ、特別研究Ⅱ

特別研究、先端侵
襲緩和ケア看護学
特論Ａ、先端侵襲
緩和ケア看護学演
習Ａ、先端侵襲緩
和ケア看護学特論
Ｂ、先端侵襲緩和
ケア看護学演習

Ｂ、先端侵襲緩和
ケア看護学実習、
がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論Ａ－１、イン

ディペンデントス
タディA、インディ
ペンデントスタ
ディB、特別研究
Ⅰ、特別研究Ⅱ

専 准教
授

川上　明希
（36）

＜平成29年4月＞

専 准教
授

川上　明希
（37）

＜平成29年4月＞

インディペンデン
トスタディA、イン
ディペンデントス
タディB、特別研究
Ⅰ、特別研究Ⅱ

先端侵襲緩和ケア
看護学特論A、先端
侵襲緩和ケア看護
学実習、先端侵襲
緩和ケア看護学特
論、インディペン
デントスタディA、
インディペンデン
トスタディB、特別
研究Ⅰ、特別研究

Ⅱ

専 助教

大黒　理惠
（35）

＜平成26年4月＞

専 助教

大黒　理惠
（36）

＜平成26年4月＞

がんエンドオブライ
フケア看護学特論A-
1、がんエンドオブ
ライフケア看護学特
論A-2、がんエンド
オブライフケア看護

学演習A

がんエンドオブライ
フケア看護学特論A-
1、がんエンドオブ
ライフケア看護学特
論A-2、がんエンド
オブライフケア看護
学演習A、看護ケア
技術開発学特論Ａ、
看護ケア技術開発学
演習Ａ、看護ケア技
術開発学特論Ｂ、看
護ケア技術開発学演
習Ｂ、看護ケア技術

開発学特論

専 助教

大黒　理惠
（37）

＜平成26年4月＞

専 助教

大黒　理惠
（38）

＜平成26年4月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論A-1、がんエンド
オブライフケア看
護学特論A-2、がん
エンドオブライフ
ケア看護学演習A、
看護ケア技術開発
学特論Ａ、看護ケ
ア技術開発学演習
Ａ、看護ケア技術
開発学特論Ｂ、看
護ケア技術開発学
演習Ｂ、看護ケア
技術開発学特論

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論A-1、がんエンド
オブライフケア看
護学特論A-2、がん
エンドオブライフ
ケア看護学演習A、
看護ケア技術開発
学特論Ａ、看護ケ
ア技術開発学演習
Ａ、看護ケア技術
開発学特論Ｂ、看
護ケア技術開発学
演習Ｂ、看護ケア
技術開発学特論

専 助教

大黒　理惠
（39）

＜平成26年4月＞

専 助教

大黒　理惠
（40）

＜平成26年4月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論A-1、がんエンド
オブライフケア看
護学特論A-2、がん
エンドオブライフ
ケア看護学演習A、
看護ケア技術開発
学特論Ａ、看護ケ
ア技術開発学演習
Ａ、看護ケア技術
開発学特論Ｂ、看
護ケア技術開発学
演習Ｂ、看護ケア
技術開発学特論

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論A-1、がんエンド
オブライフケア看
護学特論A-2、がん
エンドオブライフ
ケア看護学演習A、
看護ケア技術開発
学特論Ａ、看護ケ
ア技術開発学演習
Ａ、看護ケア技術
開発学特論Ｂ、看
護ケア技術開発学
演習Ｂ、看護ケア
技術開発学特論
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

専 助教

湯本　淑江
（37）

＜平成27年4月＞

専 助教

湯本　淑江
（38）

＜平成27年4月＞

インディペンデン
トスタディA、イン
ディペンデントス

タディB

インディペンデン
トスタディA、イン
ディペンデントス

タディB

専 助教

湯本　淑江
（35）

＜平成27年4月＞

専 助教

湯本　淑江
（36）

＜平成27年4月＞

インディペンデン
トスタディA、イン
ディペンデントス

タディB

インディペンデン
トスタディA、イン
ディペンデントス

タディB

専 助教

岡光　基子
（42）

＜平成26年4月＞

専 助教

岡光　基子
（43）

＜平成26年4月＞

小児・家族発達看護
学特論A-1、小児・
家族発達看護学演習
A-1、小児・家族発
達看護学特論B、小
児・家族発達看護学
演習B、小児・家族
発達看護学特論

小児・家族発達看護
学特論A-1、小児・家
族発達看護学演習A-
1、小児・家族発達看
護学特論B、小児・家
族発達看護学演習B、
小児・家族発達看護

学特論

専 助教

岡光　基子
（44）

＜平成26年4月＞

専 准教
授

岡光　基子
（45）

＜平成28年4月＞

小児・家族発達看護
学特論A-1、小児・
家族発達看護学演習
A-1、小児・家族発
達看護学特論B、小
児・家族発達看護学
演習B、小児・家族
発達看護学特論

小児・家族発達看護
学特論A-1、小児・
家族発達看護学演習
A-1、小児・家族発
達看護学特論B、小
児・家族発達看護学
演習B、小児・家族
発達看護学特論、家
族看護学特論、イ
ンディペンデント
スタディＡ、イン
ディペンデントス
タディＢ、特別研
究Ⅰ、特別研究Ⅱ

専 准教
授

岡光　基子
（46）

＜平成28年4月＞

専 准教
授

岡光　基子
（47）

＜平成28年4月＞

小児・家族発達看護
学特論A-1、小児・
家族発達看護学演習
A-1、小児・家族発
達看護学特論A-2、
小児・家族発達看
護学演習A-2、小

児・家族発達看護学
特論B、小児・家族
発達看護学演習B、
小児・家族発達看
護学実習、小児・家
族発達看護学特論、
家族看護学特論、
精神保健看護学特
論A-1、インディペ
ンデントスタディ
Ａ、インディペン
デントスタディ

Ｂ、特別研究Ⅰ、
特別研究Ⅱ

小児・家族発達看護
学特論A-1、小児・
家族発達看護学演習
A-1、小児・家族発
達看護学特論A-2、
小児・家族発達看
護学演習A-2、小

児・家族発達看護学
特論B、小児・家族
発達看護学演習B、
小児・家族発達看
護学実習、小児・家
族発達看護学特論、
家族看護学特論、
精神保健看護学特
論A-1、インディペ
ンデントスタディ
Ａ、インディペン
デントスタディ

Ｂ、特別研究Ⅰ、
特別研究Ⅱ

専 助教

大河原　知嘉子
（33）

＜平成26年4月＞

専 助教

大河原　知嘉子
（34）

＜平成26年4月＞

がんエンドオブライ
フケア看護学特論
B、がんエンドオブ
ライフケア看護学演
習B、がんエンドオ
ブライフケア看護学
実習、がんエンドオ
ブライフケア看護学

特論

がんエンドオブライ
フケア看護学特論
B、がんエンドオブ
ライフケア看護学演
習B、がんエンドオ
ブライフケア看護学
実習、がんエンドオ
ブライフケア看護学
特論、看護ケア技術
開発学特論Ａ、看護
ケア技術開発学演習
Ａ、看護ケア技術開
発学特論Ｂ、看護ケ
ア技術開発学演習

Ｂ、看護ケア技術開
発学特論

専 助教

大河原　知嘉子
（35）

＜平成26年4月＞

専 助教

大河原　知嘉子
（36）

＜平成26年4月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B、がんエンドオ
ブライフケア看護
学演習B、がんエン
ドオブライフケア
看護学実習、がん
エンドオブライフ
ケア看護学特論、
看護ケア技術開発
学特論Ａ、看護ケ
ア技術開発学演習
Ａ、看護ケア技術
開発学特論Ｂ、看
護ケア技術開発学
演習Ｂ、看護ケア
技術開発学特論

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B、がんエンドオ
ブライフケア看護
学演習B、がんエン
ドオブライフケア
看護学実習、がん
エンドオブライフ
ケア看護学特論、
看護ケア技術開発
学特論Ａ、看護ケ
ア技術開発学演習
Ａ、看護ケア技術
開発学特論Ｂ、看
護ケア技術開発学
演習Ｂ、看護ケア
技術開発学特論

専 助教

大河原　知嘉子
（37）

＜平成26年4月＞

専 助教

大河原　知嘉子
（38）

＜平成26年4月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B、がんエンドオ
ブライフケア看護
学演習B、がんエン
ドオブライフケア
看護学実習、がん
エンドオブライフ
ケア看護学特論、
看護ケア技術開発
学特論Ａ、看護ケ
ア技術開発学演習
Ａ、看護ケア技術
開発学特論Ｂ、看
護ケア技術開発学
演習Ｂ、看護ケア
技術開発学特論

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B、がんエンドオ
ブライフケア看護
学演習B、がんエン
ドオブライフケア
看護学実習、がん
エンドオブライフ
ケア看護学特論、
看護ケア技術開発
学特論Ａ、看護ケ
ア技術開発学演習
Ａ、看護ケア技術
開発学特論Ｂ、看
護ケア技術開発学
演習Ｂ、看護ケア
技術開発学特論

専 助教

津田　紫緒
（39）

＜平成26年4月＞

専 助教

津田　紫緒
（40）

＜平成26年4月＞

地域保健看護学特論
A、地域保健看護学
演習A、地域保健看

護学特論

地域保健看護学特論
A、地域保健看護学
演習A、地域保健看

護学特論

専 助教

津田　紫緒
（41）

＜平成26年4月＞

専 助教

津田　紫緒
（42）

＜平成26年4月＞

地域保健看護学特論
A、地域保健看護学
演習A、地域保健看

護学特論

地域保健看護学特論
A、地域保健看護学
演習A、 地域保健看

護学特論

専 助教

津田　紫緒
（43）

＜平成26年4月＞

専 助教

津田　紫緒
（44）

＜平成26年4月＞

地域保健看護学特論
A、地域保健看護学
演習A、 地域保健看

護学特論

地域保健看護学特論
A、地域保健看護学
演習A、 地域保健看

護学特論

専 助教

森　陽子
（39）

＜平成26年4月＞

専 助教

森　陽子
（40）

＜平成26年4月＞

看護病態生理学、国
際看護開発学特論
A、国際看護開発学
演習A、国際看護開

発学特論

看護病態生理学、国
際看護開発学特論
A、国際看護開発学
演習A、国際看護開
発学特論、インディ
ペンデントスタディ
A、インディペンデ

ントスタディB

専 助教

渡邊　敦子
（45）

＜平成26年4月＞

専 助教

渡邊　敦子
（46）

＜平成26年4月＞

高齢社会看護ケア開
発学特論A、高齢社
会看護ケア開発学特

論

高齢社会看護ケア開
発学特論A、高齢社
会看護ケア開発学特
論、精神保健看護学
特論A-1、精神保健
看護学特論A-2、精
神保健看護学実習

専 助教

渡邊　敦子
（47）

＜平成26年4月＞

高齢社会看護ケア
開発学特論A、高齢
社会看護ケア開発
学特論 、精神保健
看護学特論A-1、精
神保健看護学特論
A-2、精神保健看護

学実習

専 講師

遠藤　貴子
（46）

＜平成30年4月＞

インディペンデン
トスタディA、イン
ディペンデントス
タディB、特別研究
Ⅰ、特別研究Ⅱ

専 助教

廣山　奈津子
（34）

＜平成27年10月＞

専 助教

廣山　奈津子
（35）

＜平成27年10月＞

看護システムマネ
ジメント学特論

Ａ、看護システム
マネジメント学演
習A、看護システム
マネジメント学演
習B、インディペン
デントスタディA、
インディペンデン

トスタディB

看護システムマネ
ジメント学特論

Ａ、看護システム
マネジメント学演
習A、看護システム
マネジメント学演
習B、インディペン
デントスタディA、
インディペンデン

トスタディB

専 助教

廣山　奈津子
（36）

＜平成27年10月＞

専 助教

廣山　奈津子
（37）

＜平成27年10月＞

看護システムマネ
ジメント学特論

Ａ、看護システム
マネジメント学演
習A、看護システム
マネジメント学演
習B、インディペン
デントスタディA、
インディペンデン

トスタディB

看護システムマネ
ジメント学特論

Ａ、看護システム
マネジメント学演
習A、看護システム
マネジメント学演

習B

専 助教

川本　祐子
（33）

＜平成26年4月＞

専 助教

川本　祐子
（34）

＜平成26年4月＞

先端侵襲緩和ケア看
護学特論A、先端侵
襲緩和ケア看護学特

論

先端侵襲緩和ケア看
護学特論A、先端侵
襲緩和ケア看護学特
論、（研究指導）

専 助教

川本　祐子
（35）

＜平成26年4月＞

専 助教

川本　祐子
（36）

＜平成26年4月＞

先端侵襲緩和ケア
看護学特論A、先端
侵襲緩和ケア看護
学特論、（研究指

導）

先端侵襲緩和ケア
看護学特論A、先端
侵襲緩和ケア看護
学特論、（研究指

導）

専 助教

川本　祐子
（37）

＜平成26年4月＞

専 助教

川本　祐子
（38）

＜平成26年4月＞

先端侵襲緩和ケア看
護学特論A、先端侵
襲緩和ケア看護学特
論、先端侵襲緩和ケ

ア看護学実習

先端侵襲緩和ケア看
護学特論A、先端侵
襲緩和ケア看護学特
論、先端侵襲緩和ケ

ア看護学実習

専 助教

矢郷　哲志
（34）

＜平成28年4月＞

小児・家族発達看
護学特論A-1、イン
ディペンデントス
タディA、インディ
ペンデントスタ

ディB

専 助教

矢郷　哲志
（34）

＜平成28年4月＞

専 助教

矢郷　哲志
（35）

＜平成28年4月＞

小児・家族発達看
護学特論A-1、イン
ディペンデントス
タディA、インディ
ペンデントスタ

ディB

小児・家族発達看
護学特論A-1、小
児・家族発達看護

学特論B
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼担 准教
授

三浦　英恵
（44）

＜平成28年4月＞

看護研究方法論
（グランデッドセ

オリー）

兼任 講師

三浦　英恵
（45）

＜平成29年4月＞

看護研究方法論
（グランデッドセ

オリー）

兼坦
特任
助教

川上　千春
（43）

＜平成26年4月＞

在宅ケア看護学特論
A、在宅ケア看護学
演習A、がんエンド
オブライフケア看護
学特論Ａ－１、がん
エンドオブライフケ
ア看護学特論Ａ－

２、がんエンドオブ
ライフケア看護学演
習Ａ、がんエンドオ
ブライフケア看護学
特論B、がんエンド
オブライフケア看護
学演習B、がんエン
ドオブライフケア看

護学実習

兼坦 特任
講師

前田　留美
（46）

＜平成30年4月＞

看護教育学特論

兼坦 教授

伊藤　南
（54）

＜平成26年4月＞

医療情報学

兼坦 教授

伊藤　南
（55）

＜平成26年4月＞

兼坦 教授

伊藤　南
（56）

＜平成26年4月＞

医療情報学 医療情報学

兼坦 教授

伊藤　南
（57）

＜平成26年4月＞

兼坦 教授

伊藤　南
（58）

＜平成26年4月＞

医療情報学 医療情報学

兼坦 教授

村松　正明
（57）

＜平成26年４月＞

医療情報学

兼坦 教授

村松　正明
（58）

＜平成26年４月＞

兼坦 教授

村松　正明
（59）

＜平成26年４月＞

医療情報学 医療情報学

兼坦 教授

村松　正明
（60）

＜平成26年４月＞

兼坦 教授

村松　正明
（61）

＜平成26年４月＞

医療情報学 医療情報学

兼坦 教授

佐々木　吉子
（46）

＜平成26年４月＞

医療情報学

兼坦 教授

佐々木　吉子
（47）

＜平成26年４月＞

兼坦 教授

佐々木　吉子
（48）

＜平成26年４月＞

医療情報学 医療情報学

兼坦 教授

佐々木　吉子
（49）

＜平成26年４月＞

兼坦 教授

佐々木　吉子
（50）

＜平成26年４月＞

医療情報学 医療情報学

兼坦 准教
授

鶴田　潤
（43）

＜平成28年４月＞

医療情報学

兼坦 准教
授

鶴田　潤
（44）

＜平成28年４月＞

兼坦 准教
授

鶴田　潤
（45）

＜平成28年４月＞

医療情報学 医療情報学

兼坦 教授

角　勇樹
（52）

＜平成26年４月＞

病因・病態解析学

兼坦 教授

角　勇樹
（53）

＜平成26年４月＞

兼坦 教授

角　勇樹
（54）

＜平成26年４月＞

病因・病態解析学 病因・病態解析学

兼坦 教授

角　勇樹
（55）

＜平成26年４月＞

兼坦 教授

角　勇樹
（56）

＜平成26年４月＞

病因・病態解析学 病因・病態解析学

兼坦 准教
授

笹野　哲郎
（45）

＜平成26年４月＞

病因・病態解析学

兼坦 准教
授

笹野　哲郎
（46）

＜平成26年４月＞

兼坦 准教
授

笹野　哲郎
（47）

＜平成26年４月＞

病因・病態解析学 病因・病態解析学

兼坦 准教
授

笹野　哲郎
（48）

＜平成26年４月＞

兼坦 准教
授

笹野　哲郎
（49）

＜平成26年４月＞

病因・病態解析学 病因・病態解析学

兼坦 准教
授

安達　貴弘
（55）

＜平成30年４月＞

病因・病態解析学

兼坦 准教
授

永井　亜希子
（50）

＜平成30年４月＞

病因・病態解析学

兼坦 教授

沢辺　元司
（60）

＜平成30年４月＞

病因・病態解析学

兼坦 助教

赤座　実穂
（39）

＜平成30年４月＞

病因・病態解析学

兼坦 助教

井原　健介
（37）

＜平成30年４月＞

病因・病態解析学

兼坦 教授

中村　桂子
（58）

＜平成30年４月＞

看護研究方法論
（国際比較研究）

兼坦 講師

池田　正臣
（41）

＜平成27年４月＞

兼坦 講師

池田　正臣
（42）

＜平成27年４月＞

看護情報統計学特
論

看護情報統計学特
論

兼坦 講師

池田　正臣
（43）

＜平成27年４月＞

兼坦 講師

池田　正臣
（44）

＜平成27年４月＞

看護情報統計学特
論

看護情報統計学特
論
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼坦 准教
授

松島　英介
（61）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特論
A-1、がんエンドオ
ブライフケア看護学
特論B

兼坦 准教
授

松島　英介
（62）

＜平成26年４月＞

兼坦 准教
授

松島　英介
（63）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特
論A-1、がんエンド
オブライフケア看
護学特論B

精神保健看護学特
論A-1、がんエンド
オブライフケア看
護学特論B

兼坦 准教
授

松島　英介
（64）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特
論A-1 、がんエンド
オブライフケア看
護学特論B

兼坦 教授

西川　徹
（61）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特論
A-1

兼坦 教授

西川　徹
（62）

＜平成26年４月＞

兼坦 教授

西川　徹
（63）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特
論A-1

精神保健看護学特
論A-1

兼坦 教授

西川　徹
（64）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特
論A-1

兼坦 准教
授

車地　暁生
（58）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特論
A-1

兼坦 准教
授

車地　暁生
（59）

＜平成26年４月＞

兼坦 准教
授

車地　暁生
（60）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特
論A-1

精神保健看護学特
論A-1

兼坦 准教
授

車地　暁生
（61）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特
論A-1

兼坦 准教
授

田中　智彦
（46）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特論
A-2

兼坦 准教
授

田中　智彦
（47）

＜平成26年４月＞

兼坦 准教
授

田中　智彦
（48）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特
論A-2

精神保健看護学特
論A-2

兼坦 准教
授

田中　智彦
（49）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特
論A-2

兼坦 教授

三宅　智
（52）

＜平成26年４月＞

看護病態生理学、が
んエンドオブライフ
ケア看護学特論B

兼坦 教授

三宅　智
（53）

＜平成26年４月＞

兼坦 教授

三宅　智
（54）

＜平成26年４月＞

看護病態生理学、
がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B

看護病態生理学、
がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B

兼坦 教授

三宅　智
（55）

＜平成26年４月＞

兼坦 教授

三宅　智
（56）

＜平成26年４月＞

看護病態生理学、
がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B

看護病態生理学、
がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B

兼坦 准教
授

植竹　宏之
（50）

＜平成26年４月＞

看護病態生理学

兼坦 准教
授

植竹　宏之
（51）

＜平成26年４月＞

兼坦 准教
授

植竹　宏之
（52）

＜平成26年４月＞

看護病態生理学 看護病態生理学

兼坦 准教
授

植竹　宏之
（53）

＜平成26年４月＞

兼坦 准教
授

植竹　宏之
（54）

＜平成26年４月＞

看護病態生理学 看護病態生理学

兼坦 講師

新井　文子
（50）

＜平成26年４月＞

看護病態生理学

兼坦 講師

新井　文子
（51）

＜平成26年４月＞

兼坦 講師

新井　文子
（52）

＜平成26年４月＞

看護病態生理学 看護病態生理学

兼坦 准教
授

新井　文子
（53）

＜平成26年４月＞

兼坦 准教
授

新井　文子
（54）

＜平成26年４月＞

看護病態生理学
看護病態生理学、
病因・病態解析学

兼坦 教授

神奈木　真理
（59）

＜平成26年４月＞

看護病態生理学

兼坦 助教

石黒　めぐみ
（40）

＜平成26年４月＞

看護病態生理学

兼坦 助教

石黒　めぐみ
（41）

＜平成26年４月＞

兼坦 助教

石黒　めぐみ
（42）

＜平成26年４月＞

看護病態生理学 看護病態生理学

兼坦 助教

石黒　めぐみ
（43）

＜平成26年４月＞

兼坦 助教

石黒　めぐみ
（44）

＜平成26年４月＞

看護病態生理学 看護病態生理学

兼坦 助教

林　敬二
（37）

＜平成26年４月＞

看護病態生理学

兼坦 助教

林　敬二
（38）

＜平成26年４月＞

看護病態生理学

兼坦 講師

戸田　一真
（38）

＜平成28年４月＞

看護病態生理学

兼坦 講師

戸田　一真
（39）

＜平成28年４月＞

兼坦 講師

戸田　一真
（40）

＜平成28年４月＞

看護病態生理学 看護病態生理学

兼坦 特任
助教

坂下　博之
（50）

＜平成29年４月＞

兼坦 特任
助教

坂下　博之
（51）

＜平成29年４月＞

看護病態生理学 看護病態生理学

兼坦 特任
教授

朝田　隆
（62）

＜平成29年４月＞

精神保健看護学特
論Ａ－1

兼坦 助教

治徳　大介
（40）

＜平成29年４月＞

精神保健看護学特
論Ａ－1

兼坦 助教

甲畑　宏子
（36）

＜平成29年４月＞

兼坦 助教

甲畑　宏子
（37）

＜平成29年４月＞

医療情報学
医療情報学、病
因・病態解析学

兼坦 教授

藤原　武男
（43）

＜平成30年４月＞

小児・家族発達看
護学特論B

兼任 講師

若山　由賀里
（32）

＜平成29年４月＞

精神保健看護学特
論Ａ－1
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任 講師

亀岡　智美
（50）

＜平成26年４月＞

看護教育学特論

兼任 講師

亀岡　智美
（51）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

亀岡　智美
（52）

＜平成26年４月＞

看護教育学特論 看護教育学特論

兼任 講師

亀岡　智美
（53）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

亀岡　智美
（54）

＜平成26年４月＞

看護教育学特論 看護教育学特論

兼任 講師

木下　佳子
（51）

＜平成26年４月＞

看護教育学特論

兼任 講師

木下　佳子
（52）

＜平成26年４月＞

看護教育学特論

兼任 講師

濱口　恵子
（52）

＜平成26年４月＞

看護教育学特論

兼任 講師

濱口　恵子
（53）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

濱口　恵子
（54）

＜平成26年４月＞

看護教育学特論 看護教育学特論

兼任 講師

濱口　恵子
（55）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

濱口　恵子
（56）

＜平成26年４月＞

看護教育学特論 看護教育学特論

兼任 講師

赤澤　宏平
（54）

＜平成26年４月＞

医療情報学

兼任 講師

赤澤　宏平
（55）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

赤澤　宏平
（56）

＜平成26年４月＞

医療情報学 医療情報学

兼任 講師

赤澤　宏平
（57）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

赤澤　宏平
（58）

＜平成26年４月＞

医療情報学 医療情報学

兼任 講師

川越　厚
（66）

＜平成26年４月＞

医療情報学、がんエ
ンドオブライフケア
看護学特論B

兼任 講師

川越　厚
（67）

＜平成26年４月＞

医療情報学、がん
エンドオブライフ
ケア看護学特論B

兼任 講師

井出　恵伊子
（38）

＜平成26年４月＞

医療情報学、看護管
理学特論、看護シス
テムマネジメント学
特論Ｂ

兼任 講師

井出　恵伊子
（39）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

井出　恵伊子
（40）

＜平成26年４月＞

医療情報学、看護
管理学特論、看護
システムマネジメ
ント学特論Ｂ

医療情報学、看護
管理学特論 、看護
システムマネジメ
ント学特論Ｂ

兼任 講師

井出　恵伊子
（41）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

井出　恵伊子
（42）

＜平成26年４月＞

医療情報学、看護
管理学特論 、看護
システムマネジメ
ント学特論Ｂ

医療情報学、看護
管理学特論 、看護
システムマネジメ
ント学特論Ｂ

兼任 講師

大久保　滋夫
（57）

＜平成26年４月＞

医療情報学

兼任 講師

大久保　滋夫
（58）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

大久保　滋夫
（59）

＜平成26年４月＞

医療情報学 医療情報学

兼任 講師

大久保　滋夫
（60）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

大久保　滋夫
（61）

＜平成26年４月＞

医療情報学 医療情報学

兼任 講師

宮本　真巳
（66）

＜平成26年４月＞

医療情報学、精神保
健看護学特論A-2、
精神保健看護学演習
A、がんエンドオブ
ライフケア看護学特
論Ａ－１

兼任 講師

宮本　真巳
（67）

＜平成26年４月＞

医療情報学、精神
保健看護学特論A-
2、精神保健看護学
演習A、がんエンド
オブライフケア看
護学特論Ａ－１

兼任 講師

松浦　雅人
（65）

＜平成26年４月＞

病因・病態解析学

兼任 講師

操　華子
（50）

＜平成26年４月＞

看護学研究法特論

兼任 講師

操　華子
（51）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

操　華子
（52）

＜平成26年４月＞

看護学研究法特論 看護学研究法特論

兼任 講師

操　華子
（53）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

操　華子
（54）

＜平成26年４月＞

看護学研究法特論 看護学研究法特論

兼任 講師

武藤　かおり
（43）

＜平成26年４月＞

看護学研究法特論

兼任 講師

武藤　かおり
（44）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

武藤　かおり
（45）

＜平成26年４月＞

看護学研究法特論 看護学研究法特論

兼任 講師

武藤　かおり
（46）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

武藤　かおり
（47）

＜平成26年４月＞

看護学研究法特論 看護学研究法特論

兼任 講師

山本　則子
（50）

＜平成26年４月＞

看護学研究法特論、
看護研究方法論（グ
ランデッドセオ
リー）

兼任 講師

山本　則子
（51）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

山本　則子
（52）

＜平成26年４月＞

看護学研究法特
論、 看護研究方法
論（グランデッド
セオリー）

看護学研究法特
論、 看護研究方法
論（グランデッド
セオリー）

兼任 講師

伊藤　謙治
（58）

＜平成26年４月＞

看護管理学特論

兼任 講師

松村　啓史
（60）

＜平成26年４月＞

看護管理学特論

兼任 講師

松村　啓史
（61）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

松村　啓史
（62）

＜平成26年４月＞

看護管理学特論 看護管理学特論

兼任 講師

松村　啓史
（63）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

松村　啓史
（64）

＜平成26年４月＞

看護管理学特論 看護管理学特論

兼任 講師

宗村　美江子
（58）

＜平成26年４月＞

看護管理学特論

兼任 講師

宗村　美江子
（59）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

宗村　美江子
（60）

＜平成26年４月＞

看護管理学特論 看護管理学特論

兼任 講師

宗村　美江子
（61）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

宗村　美江子
（62）

＜平成26年４月＞

看護管理学特論 看護管理学特論

兼任 講師

金井　恵美子
＜平成26年４月＞

看護管理学特論

兼任 講師

金井　恵美子
＜平成26年４月＞

兼任 講師

金井　恵美子
＜平成26年４月＞

看護管理学特論 看護管理学特論

兼任 講師

金井　恵美子
＜平成26年４月＞

兼任 講師

金井　恵美子
＜平成26年４月＞

看護管理学特論 看護管理学特論

兼任 講師

藤沢　秀子
＜平成26年４月＞

看護管理学特論

兼任 講師

藤沢　秀子
＜平成26年４月＞

兼任 講師

藤沢　秀子
＜平成26年４月＞

看護管理学特論 看護管理学特論

兼任 講師

藤沢　秀子
＜平成26年４月＞

兼任 講師

藤沢　秀子
＜平成26年４月＞

看護管理学特論 看護管理学特論
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
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＞
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の別　 の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任 講師

平林　勝政
（69）

＜平成26年４月＞

看護政策学特論

兼任 講師

平林　勝政
（70）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

平林　勝政
（71）

＜平成26年４月＞

看護政策学特論 看護政策学特論

兼任 講師

平林　勝政
（72）

＜平成26年４月＞

看護政策学特論

兼任 講師

石原　美和
（51）

＜平成26年４月＞

看護政策学特論

兼任 講師

石原　美和
（52）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

石原　美和
（53）

＜平成26年４月＞

看護政策学特論 看護政策学特論

兼任 講師

石原　美和
（54）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

石原　美和
（55）

＜平成26年４月＞

看護政策学特論 看護政策学特論

兼任 講師

佐藤　主光
（44）

＜平成26年４月＞

看護政策学特論

兼任 講師

佐藤　主光
（45）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

佐藤　主光
（46）

＜平成26年４月＞

看護政策学特論 看護政策学特論

兼任 講師

佐藤　主光
（47）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

佐藤　主光
（48）

＜平成26年４月＞

看護政策学特論 看護政策学特論

兼任 講師

伊勢田　暁子
（42）

＜平成26年４月＞

看護政策学特論

兼任 講師

伊勢田　暁子
（43）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

伊勢田　暁子
（44）

＜平成26年４月＞

看護政策学特論 看護政策学特論

兼任 講師

伊勢田　暁子
（45）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

伊勢田　暁子
（46）

＜平成26年４月＞

看護政策学特論 看護政策学特論

兼任 講師

米倉　佑貴
（33）

＜平成26年４月＞

看護情報統計学特
論、高齢社会看護ケ
ア開発学演習A

兼任 講師

米倉　佑貴
（34）

＜平成26年４月＞

看護情報統計学特
論、高齢社会看護
ケア開発学演習A

兼任 講師

戈木クレイグヒル滋
子

（57）
＜平成26年４月＞

看護研究方法論（グ
ランデッドセオ
リー）

兼任 講師

戈木クレイグヒル
滋子

（58）
＜平成26年４月＞

看護研究方法論
（グランデッドセ
オリー）

兼任 講師

小原　泉
（47）

＜平成26年４月＞

看護研究方法論（グ
ランデッドセオ
リー）

兼任 講師

小原　泉
（48）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

小原　泉
（49）

＜平成26年４月＞

看護研究方法論
（グランデッドセ
オリー）

看護研究方法論
（グランデッドセ
オリー）

兼任 講師

小原　泉
（50）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

小原　泉
（51）

＜平成26年４月＞

看護研究方法論
（グランデッドセ
オリー）

看護研究方法論
（グランデッドセ
オリー）

兼任 講師

川口　孝泰
（58）

＜平成26年４月＞

看護ケア技術開発学
特論Ａ

兼任 講師

縄　秀志
（57）

＜平成26年４月＞

看護ケア技術開発学
特論Ａ

兼任 講師

小林　美奈子
（52）

＜平成26年４月＞

地域健康増進看護学
特論Ａ

兼任 講師

櫻井　文乃
（42）

＜平成26年４月＞

先端侵襲緩和ケア看
護学特論Ｂ

兼任 講師

櫻井　文乃
（43）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

櫻井　文乃
（44）

＜平成26年４月＞

先端侵襲緩和ケア
看護学特論Ｂ

先端侵襲緩和ケア
看護学特論Ｂ

兼任 講師

櫻井　文乃
（45）

＜平成26年４月＞

先端侵襲緩和ケア
看護学特論Ｂ

兼任 講師

荒井　知子
（40）

＜平成26年４月＞

先端侵襲緩和ケア看
護学特論Ｂ

兼任 講師

荒井　知子
（41）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

荒井　知子
（42）

＜平成26年４月＞

先端侵襲緩和ケア
看護学特論Ｂ

先端侵襲緩和ケア
看護学特論Ｂ

兼任 講師

荒井　知子
（43）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

荒井　知子
（44）

＜平成26年４月＞

先端侵襲緩和ケア
看護学特論Ｂ

先端侵襲緩和ケア
看護学特論Ｂ

兼任 講師

比田井　理恵
（46）

＜平成26年４月＞

先端侵襲緩和ケア看
護学特論Ｂ

兼任 講師

比田井　理恵
（47）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

比田井　理恵
（48）

＜平成26年４月＞

先端侵襲緩和ケア
看護学特論Ｂ

先端侵襲緩和ケア
看護学特論Ｂ

兼任 講師

比田井　理恵
（49）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

比田井　理恵
（50）

＜平成26年４月＞

先端侵襲緩和ケア
看護学特論Ｂ

先端侵襲緩和ケア
看護学特論Ｂ

兼任 講師

吉田　千文
（59）

＜平成26年４月＞

先端侵襲緩和ケア看
護学演習Ｂ

兼任 講師

吉田　千文
（60）

＜平成26年４月＞

先端侵襲緩和ケア
看護学演習Ｂ

兼任 講師

飯塚　裕美
（41）

＜平成26年４月＞

先端侵襲緩和ケア看
護学演習Ｂ

兼任 講師

飯塚　裕美
（42）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

飯塚　裕美
（43）

＜平成26年４月＞

先端侵襲緩和ケア
看護学演習Ｂ

先端侵襲緩和ケア
看護学演習Ｂ

兼任 講師

飯塚　裕美
（44）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

飯塚　裕美
（45）

＜平成26年４月＞

先端侵襲緩和ケア
看護学演習Ｂ

先端侵襲緩和ケア
看護学演習Ｂ

兼任 講師

木下　佳子
（51）

＜平成26年４月＞

先端侵襲緩和ケア看
護学演習Ｂ

兼任 講師

木下　佳子
（52）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

木下　佳子
（53）

＜平成26年４月＞

先端侵襲緩和ケア
看護学演習Ｂ

先端侵襲緩和ケア
看護学演習Ｂ

兼任 講師

木下　佳子
（54）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

木下　佳子
（55）

＜平成26年４月＞

先端侵襲緩和ケア
看護学演習Ｂ

先端侵襲緩和ケア
看護学演習Ｂ

兼任 講師

渡邊　朱美
（46）

＜平成26年４月＞

先端侵襲緩和ケア看
護学演習Ｂ

兼任 講師

渡邊　朱美
（47）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

渡邊　朱美
（48）

＜平成26年４月＞

先端侵襲緩和ケア
看護学演習Ｂ

先端侵襲緩和ケア
看護学演習Ｂ

兼任 講師

式守　晴子
（64）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特論
A-1、精神保健看護
学特論A-2

兼任 講師

式守　晴子
（65）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特
論A-1、精神保健看
護学特論A-2

兼任 講師

平林　国彦
（56）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特論
A-1

兼任 講師

平林　国彦
（57）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

平林　国彦
（58）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特
論A-1

精神保健看護学特
論A-1
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氏　　名
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＜就任（予定）年月
＞
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兼任 講師

上岡　陽江
（57）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特論
A-1

兼任 講師

上岡　陽江
（58）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

上岡　陽江
（59）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特
論A-1

精神保健看護学特
論A-1

兼任 講師

上岡　陽江
（60）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特
論A-1

兼任 講師

加納　佳代子
（63）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特論
A-1

兼任 講師

加納　佳代子
（64）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特
論A-1

兼任 講師

田中　哲
（61）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特論
A-2

兼任 講師

田中　哲
（62）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

田中　哲
（63）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特
論A-2

精神保健看護学特
論A-2

兼任 講師

田中　哲
（64）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特
論A-2

兼任 講師

山浦　晴男
（65）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特論
A-2

兼任 講師

寺岡　征太郞
（39）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特論
A-2

兼任 講師

寺岡　征太郞
（40）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特
論A-2

兼任 講師

森　真喜子
（41）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特論
A-2

兼任 講師

森　真喜子
（42）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

森　真喜子
（43）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特
論A-2

精神保健看護学特
論A-2

兼任 講師

森　真喜子
（44）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特
論A-2

兼任 講師

陣立　良太
（43）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特論
B-1

兼任 講師

陣立　良太
（44）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

陣立　良太
（45）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特
論B-1

精神保健看護学特
論B-1

兼任 講師

陣立　良太
（46）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特
論B-1、精神保健看
護学特論A-2

兼任 講師

石川　博康
（39）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特論
B-1

兼任 講師

岡田　幸之
（47）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特論
B-2

兼担 講師

岡田　幸之
（48）

＜平成27年４月＞

兼担 教授

岡田　幸之
（49）

＜平成27年４月＞

精神保健看護学特
論B-2

精神保健看護学特
論B-2

兼担 教授

岡田　幸之
（50）

＜平成27年４月＞

精神保健看護学特
論B-2

兼任 講師

下里　誠二
（50）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特論
B-2

兼任 講師

下里　誠二
（51）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

下里　誠二
（52）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特
論B-2

精神保健看護学特
論B-2

兼任 講師

下里　誠二
（53）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学特
論B-2

兼任 講師

川崎　つま子
（57）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学実習

兼任 講師

川崎　つま子
（58）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

川崎　つま子
（59）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学実
習

精神保健看護学実
習

兼任 講師

川崎　つま子
（60）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

川崎　つま子
（61）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学実
習

精神保健看護学実
習

兼任 講師

松岡　裕美
（43）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学実習

兼任 講師

松岡　裕美
（44）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

松岡　裕美
（45）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学実
習

精神保健看護学実
習

兼任 講師

松岡　裕美
（46）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

松岡　裕美
（47）

＜平成26年４月＞

精神保健看護学実
習、精神保健看護
学特論A-2

精神保健看護学特
論A-2、精神保健看
護学実習

兼任 講師

三国　久美
（53）

＜平成26年４月＞

小児・家族発達看護
学特論A-2

兼任 講師

白川　園子
（55）

＜平成26年４月＞

小児・家族発達看護
学特論B

兼任 講師

白川　美也子
（49）

＜平成26年４月＞

小児・家族発達看護
学特論B
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＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任 講師

玉井　真理子
（53）

＜平成26年４月＞

リプロダクティブヘ
ルス看護学特論A

兼任 講師

玉井　真理子
（54）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

玉井　真理子
（55）

＜平成26年４月＞

リプロダクティブ
ヘルス看護学特論A

リプロダクティブ
ヘルス看護学特論A

兼任 講師

玉井　真理子
（56）

＜平成26年４月＞

リプロダクティブ
ヘルス看護学特論A

兼任 講師

中島　幸子
（50）

＜平成26年４月＞

リプロダクティブヘ
ルス看護学特論A

兼任 講師

中島　幸子
（51）

＜平成26年４月＞

リプロダクティブ
ヘルス看護学特論A

兼任 講師

小笹　由香
（45）

＜平成26年４月＞

リプロダクティブヘ
ルス看護学特論A

兼任 講師

小笹　由香
（46）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

小笹　由香
（47）

＜平成26年４月＞

リプロダクティブ
ヘルス看護学特論A

リプロダクティブ
ヘルス看護学特論A

兼任 講師

松岡　恵
（57）

＜平成26年４月＞

リプロダクティブヘ
ルス看護学特論B

兼任 講師

松岡　恵
（58）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

松岡　恵
（59）

＜平成26年４月＞

リプロダクティブ
ヘルス看護学特論B

リプロダクティブ
ヘルス看護学特論B

兼任 講師

松岡　恵
（60）

＜平成26年４月＞

リプロダクティブ
ヘルス看護学特論B

兼任 講師

岡本　美和子
（53）

＜平成26年４月＞

リプロダクティブヘ
ルス看護学特論B

兼任 講師

岡本　美和子
（54）

＜平成26年４月＞

リプロダクティブ
ヘルス看護学特論B

兼任 講師

井村　真澄
（57）

＜平成26年４月＞

リプロダクティブヘ
ルス看護学演習B

兼任 講師

井村　真澄
（59）

＜平成26年４月＞

リプロダクティブ
ヘルス看護学演習B

兼任 講師

井村　真澄
（60）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

井村　真澄
（61）

＜平成26年４月＞

リプロダクティブ
ヘルス看護学演習B

リプロダクティブ
ヘルス看護学演習B

兼任 講師

武田　祐子
（55）

＜平成26年４月＞

看護病態生理学、が
んエンドオブライフ
ケア看護学演習A

兼任 講師

武田　祐子
（56）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

武田　祐子
（57）

＜平成26年４月＞

看護病態生理学 、
がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習A

看護病態生理学 、
がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習A

兼任 講師

武田　祐子
（58）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

武田　祐子
（59）

＜平成26年４月＞

看護病態生理学 、
がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習A

看護病態生理学 、
がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習A

兼任 講師

樋野　興夫
（60）

＜平成26年４月＞

看護病態生理学

兼任 講師

樋野　興夫
（61）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

樋野　興夫
（62）

＜平成26年４月＞

看護病態生理学 看護病態生理学

兼任 講師

樋野　興夫
（63）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

樋野　興夫
（64）

＜平成26年４月＞

看護病態生理学 看護病態生理学

兼任 講師

蛭田　みどり
（54）

＜平成26年４月＞

がんエンドオブライ
フケア看護学特論Ａ
－２

兼任 講師

蛭田　みどり
（55）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

蛭田　みどり
（56）

＜平成26年４月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論Ａ－２

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B

兼任 講師

蛭田　みどり
（57）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

蛭田　みどり
（58）

＜平成26年４月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B

兼任 講師

阿部　恭子
（46）

＜平成26年４月＞

がんエンドオブライ
フケア看護学演習A

兼任 講師

阿部　恭子
（47）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

阿部　恭子
（48）

＜平成26年４月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習A

がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習A

兼任 講師

阿部　恭子
（49）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

阿部　恭子
（50）

＜平成26年４月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習A

がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習A

兼任 講師

中島　恵美子
（52）

＜平成26年４月＞

がんエンドオブライ
フケア看護学演習A

兼任 講師

花出　正美
（46）

＜平成26年４月＞

がんエンドオブライ
フケア看護学演習A

兼任 講師

花出　正美
（47）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

花出　正美
（48）

＜平成26年４月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習A

がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習A

兼任 講師

花出　正美
（49）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

花出　正美
（50）

＜平成26年４月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習A

がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習A

兼任 講師

森本　悦子
（45）

＜平成26年４月＞

がんエンドオブライ
フケア看護学演習A

兼任 講師

森本　悦子
（46）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

森本　悦子
（47）

＜平成26年４月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習A

がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習A

兼任 講師

石巻　静代
（51）

＜平成26年４月＞

がんエンドオブライ
フケア看護学演習A

兼任 講師

石巻　静代
（52）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

石巻　静代
（53）

＜平成26年４月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習A

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B

兼任 講師

石巻　静代
（54）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

石巻　静代
（55）

＜平成26年４月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B

兼任 講師

川越　博美
（66）

＜平成26年４月＞

がんエンドオブライ
フケア看護学特論B

兼任 講師

川越　博美
（67）

＜平成26年４月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B

兼任 講師

本松　裕子
（44）

＜平成26年４月＞

がんエンドオブライ
フケア看護学特論B

兼任 講師

本松　裕子
（45）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

本松　裕子
（46）

＜平成26年４月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B

兼任 講師

本松　裕子
（47）

＜平成26年４月＞

兼任 講師

本松　裕子
（48）

＜平成26年４月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B、がんエンドオ
ブライフケア看護
学演習A

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B、がんエンドオ
ブライフケア看護
学演習A

兼任 講師

大田　えりか
（37）

＜平成26年４月＞

看護システムマネジ
メント学特論Ａ

兼任 講師

大田　えりか
（38）

＜平成26年４月＞

看護システムマネ
ジメント学特論Ａ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任 講師

石川　ひろの
（39）

＜平成26年４月＞

高齢社会看護ケア開
発学特論A

兼任 講師

石川　ひろの
（40）

＜平成26年４月＞

高齢社会看護ケア
開発学特論A

兼任 講師

西岡　みどり
（51）

＜平成26年４月＞

高齢社会看護ケア開
発学演習A

兼任 講師

恩田　清美
（56）

＜平成27年４月＞

兼任 講師

恩田　清美
（57）

＜平成27年４月＞

看護管理学特論 看護管理学特論

兼任 講師

恩田　清美
（58）

＜平成27年４月＞

兼任 講師

恩田　清美
（59）

＜平成27年４月＞

看護管理学特論 看護管理学特論

兼任 講師

阿部　正子
（47）

＜平成27年４月＞

兼任 講師

阿部　正子
（48）

＜平成27年４月＞

看護研究方法論
（グランデッドセ
オリー）

看護研究方法論
（グランデッドセ
オリー）

兼任 講師

阿部　正子
（49）

＜平成27年４月＞

兼任 講師

阿部　正子
（50）

＜平成27年４月＞

看護研究方法論
（グランデッドセ
オリー）

看護研究方法論
（グランデッドセ
オリー）

兼任 講師

照沼　正子
（59）

＜平成27年４月＞

兼任 講師

照沼　正子
（60）

＜平成27年４月＞

地域保健看護学特
論A

地域保健看護学特
論A

兼任 講師

照沼　正子
（61）

＜平成27年４月＞

兼任 講師

照沼　正子
（62）

＜平成27年４月＞

地域保健看護学特
論A

地域保健看護学特
論A

兼任 講師

三木　祐子
（51）

＜平成27年４月＞

兼任 講師

三木　祐子
（52）

＜平成27年４月＞

地域保健看護学特
論A

地域保健看護学特
論A

兼任 講師

三木　祐子
（53）

＜平成27年４月＞

兼任 講師

三木　祐子
（54）

＜平成27年４月＞

地域保健看護学特
論A

地域保健看護学特
論A

兼任 講師

小野　ミツ
（64）

＜平成27年４月＞

地域保健看護学特
論A

兼任 講師

浅野　美知恵
（55）

＜平成27年４月＞

兼任 講師

浅野　美知恵
（56）

＜平成27年４月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習Ａ

がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習Ａ

兼任 講師

浅野　美知恵
（57）

＜平成27年４月＞

兼任 講師

浅野　美知恵
（58）

＜平成27年４月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習Ａ

がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習Ａ

兼任 講師

菊池　安希子
（48）

＜平成27年４月＞

兼任 講師

菊池　安希子
（49）

＜平成27年４月＞

精神保健看護学特
論A-2

精神保健看護学特
論A-2

兼任 講師

菊池　安希子
（50）

＜平成27年４月＞

精神保健看護学特
論A-2

兼任 講師

松本　俊彦
（47）

＜平成27年４月＞

兼任 講師

松本　俊彦
（48）

＜平成27年４月＞

精神保健看護学特
論A-2

精神保健看護学特
論A-2

兼任 講師

松本　俊彦
（49）

＜平成27年４月＞

精神保健看護学特
論A-2

兼任 講師

梅崎　昌裕
（46）

＜平成27年４月＞

高齢社会看護ケア
開発学演習A

兼任 講師

川越　正平
（49）

＜平成28年４月＞

医療情報学

兼任 講師

川越　正平
（50）

＜平成28年４月＞

兼任 講師

川越　正平
（51）

＜平成28年４月＞

医療情報学 医療情報学

兼任 講師

Ann L. Eckhardt
（35）

＜平成28年４月＞

国際看護研究方法
論

兼任 講師

Ann L. Eckhardt
（36）

＜平成28年４月＞

兼任 講師

Ann L. Eckhardt
（37）

＜平成28年４月＞

国際看護研究方法
論

国際看護研究方法
論

兼任 講師

Mabel C. Ezeonwu
（50）

＜平成28年４月＞

看護研究方法論
（国際比較研究）

兼任 講師

Mabel C. Ezeonwu
（52）

＜平成28年４月＞

看護研究方法論
（国際比較研究）

兼任 講師

佐藤　由紀子
（40）

＜平成28年４月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B

兼任 講師

佐藤　由紀子
（41）

＜平成28年４月＞

兼任 講師

佐藤　由紀子
（42）

＜平成28年４月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B

兼任 講師

酒井　郁子
（55）

＜平成28年４月＞

看護システムマネ
ジメント学特論Ａ

兼任 講師

酒井　郁子
（56）

＜平成28年４月＞

兼任 講師

酒井　郁子
（57）

＜平成28年４月＞

看護システムマネ
ジメント学特論Ａ

看護システムマネ
ジメント学特論Ａ

兼任 講師

児玉　有子
（41）

＜平成29年４月＞

兼任 講師

児玉　有子
（42）

＜平成29年４月＞

看護政策学特論 看護政策学特論
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任 講師

小松　佳子
（50）

＜平成29年４月＞

兼任 講師

小松　佳子
（51）

＜平成29年４月＞

看護教育学特論 看護教育学特論

兼任 講師

當金　舞
（37）

＜平成29年４月＞

兼任 講師

當金　舞
（38）

＜平成29年４月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習Ａ

がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習Ａ

兼任 講師

早川　満利子
（39）

＜平成29年４月＞

兼任 講師

早川　満利子
（40）

＜平成29年４月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B

兼任 講師

瀬戸　弘美
（44）

＜平成29年４月＞

兼任 講師

瀬戸　弘美
（45）

＜平成29年４月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B

がんエンドオブラ
イフケア看護学特
論B

兼任 講師

田中　美恵子
（62）

＜平成29年４月＞

精神保健看護学特
論A-2

兼任 講師

萱間　真美
（53）

＜平成29年４月＞

精神保健看護学特
論A-2

兼任 講師

山花　令子
（47）

＜平成29年４月＞

先端侵襲緩和ケア
看護学演習B

兼任 講師

尾立　篤子
（49）

＜平成29年４月＞

兼任 講師

尾立　篤子
（50）

＜平成29年４月＞

看護システムマネ
ジメント学特論Ａ

看護システムマネ
ジメント学特論Ａ

兼任 講師

小林　美奈子
（55）

＜平成29年４月＞

兼任 講師

小林　美奈子
（56）

＜平成29年４月＞

地域健康増進看護
学特論A

地域健康増進看護
学特論A

兼任 講師

青木　利江子
（56）

＜平成29年４月＞

兼任 講師

青木　利江子
（57）

＜平成29年４月＞

地域健康増進看護
学特論A

地域健康増進看護
学特論A

兼任 講師

笠井　宏委
（48）

＜平成30年４月＞

病因・病態解析学

兼任 講師

笹井　妙子
（38）

＜平成30年４月＞

病因・病態解析学

兼任 講師

足立　善昭
（47）

＜平成30年４月＞

病因・病態解析学

兼任 講師

杉本　敬子
（52）

＜平成30年４月＞

看護研究方法論
（国際比較研究）

兼任 講師

塩野　悦子
（61）

＜平成30年４月＞

リプロダクティブ
ヘルス看護学特論
A、リプロダクティ
ブヘルス看護学演
習B

兼任 講師

濱田　庸子
（61）

＜平成30年４月＞

小児・家族発達看
護学特論B
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月
＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

　　　・  設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、平成３０年度開設であれば平成２７年度から

　　　　平成２９年度）の表は適宜削除し，詰めてください。

兼任 講師

西田　幸典
＜平成30年４月＞

看護政策学特論

兼任 講師

浅海　くるみ
（34）

＜平成29年４月＞

がんエンドオブラ
イフケア看護学演
習Ａ

兼任 講師

奥村　泰之
＜平成26年４月＞

看護情報統計学特論

兼任 講師

山田　陽介
＜平成26年４月＞

兼任 講師

山田　陽介
＜平成26年４月＞

看護病態生理学 看護病態生理学

兼任 講師

山田　陽介
＜平成26年４月＞

兼任 講師

山田　陽介
＜平成26年４月＞

看護病態生理学 看護病態生理学

兼任 講師

山田　陽介
＜平成26年４月＞

看護病態生理学

兼任 講師

則村　良
＜平成29年４月＞

兼任 講師

則村　良
＜平成29年４月＞

精神保健看護学実
習

精神保健看護学実
習

兼任 講師

岡部　美雪
＜平成27年４月＞

精神保健看護学実
習

兼任 講師

岡部　美雪
＜平成27年４月＞

兼任 講師

岡部　美雪
＜平成27年４月＞

精神保健看護学実
習

精神保健看護学実
習

兼任 講師

山川　留美子
＜平成26年４月＞

精神保健看護学実習

兼任 講師

宮崎　弘光
＜平成26年４月＞

兼任 講師

宮崎　弘光
＜平成26年４月＞

精神保健看護学実
習

精神保健看護学実
習

兼任 講師

宮崎　弘光
＜平成26年４月＞

兼任 講師

宮崎　弘光
＜平成26年４月＞

精神保健看護学実
習

精神保健看護学実
習

兼任 講師

宮崎　弘光
＜平成26年４月＞

精神保健看護学実習

兼任 講師

宮平　幸子
＜平成26年４月＞

精神保健看護学実
習

兼任 講師

宮平　幸子
＜平成26年４月＞

精神保健看護学実習

兼任 講師

久保　文子
＜平成26年４月＞

兼任 講師

久保　文子
＜平成26年４月＞

精神保健看護学実
習

精神保健看護学実
習

兼任 講師

久保　文子
＜平成26年４月＞

兼任 講師

久保　文子
＜平成26年４月＞

精神保健看護学実
習

精神保健看護学実
習

兼任 講師

久保　文子
＜平成26年４月＞

精神保健看護学実習

兼任 講師

五十嵐　登美江
＜平成26年４月＞

兼任 講師

五十嵐　登美江
＜平成26年４月＞

精神保健看護学実
習

精神保健看護学実
習

兼任 講師

五十嵐　登美江
＜平成26年４月＞

兼任 講師

五十嵐　登美江
＜平成26年４月＞

精神保健看護学実
習

精神保健看護学実
習

兼任 講師

五十嵐　登美江
＜平成26年４月＞

精神保健看護学実習

兼任 講師

本山　二三
＜平成26年４月＞

精神保健看護学実
習

兼任 講師

本山　二三
＜平成26年４月＞

兼任 講師

本山　二三
＜平成26年４月＞

精神保健看護学実
習

精神保健看護学実
習

兼任 講師

本山　二三
＜平成26年４月＞

精神保健看護学実習

兼任 講師

大山　智美
＜平成26年４月＞

兼任 講師

大山　智美
＜平成26年４月＞

精神保健看護学実
習

精神保健看護学実
習

兼任 講師

大山　智美
＜平成26年４月＞

兼任 講師

大山　智美
＜平成26年４月＞

精神保健看護学実
習

精神保健看護学実
習

兼任 講師

大山　智美
＜平成26年４月＞

精神保健看護学実習

兼任 講師

渡辺　輝子
（48）

＜平成30年４月＞

小児・家族発達看
護学特論B

兼任 講師

杉山　文乃
（46）

＜平成30年４月＞

先端侵襲緩和ケア
看護学特論B

兼任 講師

山中　源治
（38）

＜平成30年４月＞

先端侵襲緩和ケア
看護学演習B

（注）・　申請書又は届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。
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【平成２６年度】

【平成２７年度】

【平成２８年度】

【平成２９年度】

【平成３０年度】

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、平成３０年度開設であれば平成２７年度から
　　　　平成２９年度）の表は適宜削除してください。

（１）ー②担当教員表に関する変更内容

・兼坦教員16名、兼任教員80名就任。

・丸光恵教授辞任。後任に近藤暁子教授就任（教員審査省略）。
・森陽子助教辞任。後任に湯本淑江助教就任（教員審査省略）。
・渡邊敦子助教辞任。廣山奈津子助教就任（教員審査省略）。
・兼坦教員16名（平成26年度から継続14名、新規2名、辞任2名）、兼任教員73名（平成26年度から継続63名、新規10名、辞任17名）。

・井上智子教授辞任。後任に田中真琴教授就任（教員審査省略）。
・廣瀬たい子教授定年退職。岡光基子助教が准教授に昇任。
・岡光基子講師の准教授承認に伴い、矢郷哲志助教就任（教員審査省略）。
・兼坦教員18名（平成27年度から継続15名、新規3名、辞任1名）、兼任教員63名（平成27年度から継続57名、新規6名、辞任16名）。

・矢富有見子講師辞任。後任に川上明希准教授就任（教員審査省略）。
・齋藤やよい教授辞任。後任未定。
・兼坦教員21名（平成28年度から継続17名、新規4名、辞任1名）、兼任教員72名（平成28年度から継続57名、新規15名、辞任6名）。

・深堀浩樹准教授辞任。後任に佐藤可奈准教授就任（教員審査省略）。
・兼坦教員22名（平成29年度から継続14名、新規8名、辞任7名）、兼任教員64名（平成29年度から継続52名、新規12名、辞任20名）。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し，

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。なお，設置認可審査時に教員審査省略

　　　　となっている場合は，「教員審査省略」と記入してください。
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（注）・　大学院に専攻ごとに置くものとする教員の数について定める件（平成十一年九月十四日文部省告示第百七十五号）により

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には，「現在（報告書提出時）の状況」に記入した数字に，教員審査を受審済みであり，

完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに，［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　および，平成３０年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

　　　・専門職大学院の場合は，「研究指導教員」を「研究者教員」と，「研究指導補助教員」を「実務家教員」と修正して記入してください。

現在（報告書提出時）の完成年度時の計画（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

報告書提出時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告書提出時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要研

究指導教員数

完成年度時における
設置基準上の必要研
究指導補助教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

6 4 6

名 名 名

　　　　算出される教員数を記入してください。

　（２）－②　専任教員数

設　置　時　の　計　画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授 准教授 講　師 助　教

計
（Ｂ）

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）

11 7 0 7 25
7 6 3 7 23

7 6 3 7 23

（10） （4） （2） （5） （21）  ［△4］ ［△1］ ［3］ ［0］ ［△2］

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

18 7 0
16 7 0

16 7 0

（16） （5） （0） ［△2］ ［0］ ［0］

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告書提出時（上
記（Ｂ））の教員
のうち、定年を延
長して採用してい

る教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

65 0 0

歳 名 名

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
23

= 92 ％
25

　（２）－⑤　現在（報告書提出時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= 0 ％
23
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

0 人

必修 0

0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0

科目 必修

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

就任辞退（未就任）の理由

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

該当なし

該当なし

34



科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

助教 森　陽子
選択 インディペンデントスタディB ①

転職のため辞任（27）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

7 人

必修 10

0 自由 0

計 57 科目 計 57 計 0

選択 0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由

10 必修 0 必修 0

選択 47 科目 選択 47

科目 必修

①

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

7 助教 渡邊　敦子
選択 精神保健看護学特論A-2 ①

転職のため辞任（28）
選択 精神保健看護学実習

必修 特別研究Ⅱ ①

選択 インディペンデントスタディA ①

転職のため辞任（29）

6

選択 インディペンデントスタディB ①

必修 特別研究Ⅰ ①

5 講師 矢富　有見子
選択 がんエンドオブライフケア看護学特論A-1 ①

選択 インディペンデントスタディA ①

先端侵襲緩和ケア看護学実習 ①選択

選択 先端侵襲緩和ケア看護学演習B ①

選択 先端侵襲緩和ケア看護学特論B ①

選択 先端侵襲緩和ケア看護学演習A ①

インディペンデントスタディB ①

必修 特別研究Ⅰ ①

選択 先端侵襲緩和ケア看護学特論A ①

特別研究Ⅱ ①

看護システムマネジメント学演習B ①

選択 看護システムマネジメント学特論 ①

選択 インディペンデントスタディA

選択

転職のため辞任（30）

選択 看護管理学特論 ①

選択 看護政策学特論 ①

選択 看護システムマネジメント学特論A

必修

4 准教授 深堀　浩樹

選択 看護学研究法特論 ①

選択 看護システムマネジメント学演習A ①

①

選択

必修 特別研究Ⅰ ①

必修 特別研究Ⅱ ①

①

看護ケア技術開発学特論 ①

選択 インディペンデントスタディA ①

選択 インディペンデントスタディB ①

転職のため辞任（30）

選択 看護ケア技術開発学演習A ①

選択 看護ケア技術開発学特論B ①

選択 看護ケア技術開発学演習B ①

必修 特別研究Ⅱ ①

3 教授 齋藤　やよい

選択 看護ケア技術開発学特論A ①

選択

インディペンデントスタディA ①

選択 インディペンデントスタディB ①

必修 特別研究Ⅰ ①

転職のため辞任（27）

選択 国際看護開発学特論A ①

選択 国際看護開発学演習A ①

選択 国際看護開発学特論 ①

必修 特別研究Ⅱ ①

2 教授 丸　光惠

選択 国際看護研究方法論 ①

選択

選択 インディペンデントスタディB ①

必修 特別研究Ⅰ ①

選択 がんエンドオブライフケア看護学演習A ①

選択 インディペンデントスタディA ①

選択 先端侵襲緩和ケア看護学特論 ①

選択 がんエンドオブライフケア看護学特論A-2 ①

選択 先端侵襲緩和ケア看護学演習B ①

選択 先端侵襲緩和ケア看護学実習 ①

選択 先端侵襲緩和ケア看護学演習A ①

選択 先端侵襲緩和ケア看護学特論B ①

①

選択 看護研究方法論（グランデッドセオリー） ①

選択 先端侵襲緩和ケア看護学特論A ①

辞任等の理由

１ 教授 井上　智子

選択 家族看護学特論 ①

転職のため辞任（28）

選択 看護教育学特論

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況
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　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を

　　　　記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

専任教員の辞職については、後任補充および授業担当者の変更等により補えており、運営に支障をきたすことはない。また、学生への周知
については、履修要項および新入生ガイダンス等において行っている。（29）（30）

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

1 人

必修 2

0 自由 0

計 14 科目 計 14 計 0

選択 0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由

2 必修 0 必修 0

選択 12 科目 選択 12

科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

必修 特別研究Ⅰ ①

必修 特別研究Ⅱ ①

選択 インディペンデントスタディA ①

選択 インディペンデントスタディB ①

選択 小児・家族発達看護学特論 ①

選択 精神保健看護学特論A-1 ①

小児・家族発達看護学特論B ①

選択 小児・家族発達看護学演習B ①

選択 小児・家族発達看護学実習 ①
H28.3.31付け65歳で定年退職（28）

選択 小児・家族発達看護学特論A-1 ①

選択 小児・家族発達看護学演習A-1 ①

選択 小児・家族発達看護学特論A-2 ①

1 教授 廣瀬　たい子

選択 家族看護学特論 ①

選択 小児・家族発達看護学演習A-2 ①

選択

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

計 0

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

=
7

= 28 ％
25

0 自由 0

計 57 科目 計 57 計 0

選択 0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由

10 必修 0 必修 0

選択 47 科目 選択 47
7 人

必修 10 科目 必修

合計（Ｄ）＋（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）
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区　　　分
未履行事項について

の実施計画

設　置　時

（２５年８月）

設　置　時

（２５年８月）

設　置　時

（２５年８月）

毎年度、他大学の学生も含
めた受験希望者に向け、大
学院説明会を実施し、履修
モデルや履修指導方針、入
学者選抜方法等について周
知を行っている。

他大学の学士課程修了者数
(内他大学修士課程修了者
数)
H26入学者15名中12名(2名)
H27入学者14名中12名(4名)
H28入学者14名中10名(2名)
H29入学者14名中11名(4名)
（29）
H30入学者9名中6名（1名）
（30）

【3】学生確保の見通
しについて、自大学に
おける少数を対象とし
た調査を根拠としてい
るため、長期的・安定
的に学生を確保する観
点から他大学に対して
も積極的に学生募集を
行うことが望ましい。

毎年度、他大学の学生も含
めた受験希望者に向け、大
学院説明会を実施し、専攻
の概要や分野別の説明を
行っている。また、当説明
会の実施については、大学
ホームページで案内を行う
他、ポスター掲示等で周知
している。

他大学の学士課程修了者数
(内他大学修士課程修了者
数)
H26入学者15名中12名(2名)
H27入学者14名中12名(4名)
H28入学者14名中10名(2名)
H29入学者14名中11名(4名)
（29）
H30入学者9名中6名（1名）
（30）

要望意見

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等 履　行　状　況

要望意見 履行済

【1】専攻名称に相応
しい教育研究を行うべ
く、教育課程や教員組
織等の検証をしていく
ことが望ましい。

専攻名称に相応しい教育研
究を行うべく、研究科長を
含めた約7名の教員で構成さ
れる教育委員会及び全分野
の教授、准教授が参加する
研究科委員会にて、教育課
程等の検証を継続して行っ
ている。（29）
平成30年度、教育委員会の
構成人数を約7名から約5名
に変更（30）

履行済

要望意見 履行済

【3】他大学の学士課
程や修士課程修了者を
受け入れる計画である
ことを明示し、履修モ
デルや履修指導方針、
入学者選抜方法等を適
切に周知することが望
ましい。
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設　置　時

（２５年８月）

【3】学生確保の観点
から、大学院設置基準
第14条の特例や長期履
修制度等の活用が考え
られるため、具体的な
対策を講じることが望
ましい。

職業を有していたり、出
産、育児等を行う必要があ
る学生に対して、長期履修
制度を設けており、平成26
年度の開設時から現在まで
延べ2名の学生が活用してい
る。これらの対策により、
開設年度から今年度まで、
入学定員以上の学生を確保
できている。
入学定員13名
H26入学者数　15名
H27入学者数　14名
H28入学者数　14名
H29入学者数　14名（29）
H30入学者数　9名（30）

長期履修制度は、平成26年
度の開設時から現在までで
延べ9名活用している。
また、今後は学部カリキュ
ラムの一部改訂（保健師教
育の選択制導入）により、
学部教育から連続した若手
研究者養成のためのNurse-
Investigator育成Pathway
コース（平成26年度開設）
を促進し、更なる学生確保
に努める。（30）

要望意見 履行済

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時（認可時又は届出時）に付された留意事項（学校法人の

　　　　寄附行為又は寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等

　　　・　「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入して

　　　　ください。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。）

　　　　について，具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，当該大学に付された意見を

全て記入するとともに，付された意見に対する履行状況等について，具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付してください。

　　　・　「履行状況」では，履行途中であれば「未履行」，履行済みであれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

７　その他全般的事項

＜保健衛生学研究科　看護先進科学専攻（博士課程）＞

（１） 設置計画変更事項等

該当なし
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（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　　　保健衛生学研究科委員会、保健衛生学研究科教育委員会

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　　保健衛生学研究科委員会
　　　　　原則月1回開催（8月を除く）
　　　　　研究科に置かれている分野の教授及び准教授が参加している。

　　　　保健衛生学研究科教育委員会
　　　　　原則月1回開催（8月を除く）
　　　　　次の教員が参加している。
　　　　　（1） 保健衛生学研究科長
　　　　　（2） 医学部保健衛生学科長
　　　　　（3） 看護先進科学専攻に所属する教授又は准教授　　2名
　　　　　（4） 共同災害看護学専攻に所属する教授又は准教授　1名
　　　　　（5） 生体検査科学専攻に所属する教授又は准教授　　2名
　　　　　（6） その他委員長が必要と認める者　　　　　　　　若干名（29）

保健衛生学研究科教育委員会の委員変更
　　　　　（1） 保健衛生学研究科長

（2） 医学部保健衛生学科長
（32） 看護先進科学専攻に所属する教授又は准教授　　2名

　　　　　（43） 共同災害看護学専攻に所属する教授又は准教授　1名
（5） 生体検査科学専攻に所属する教授又は准教授　　2名
（64） その他委員長が必要と認める者　　　　　　　　若干名（30）

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　　保健衛生学研究科委員会
　　　　（1） 学生の入学及び課程の修了に関する事項
　　　　（2） 学位の授与に関する事項
　　　　（3） 教育課程の編成に関する事項
　　　　（4） 学生の退学、転学、留学、休学及び復学に関する事項
　　　　（5） 学生の懲戒に関する事項
　　　　（6） 学生交流協定の締結に関する事項

        保健衛生学研究科教育委員会
　　　　（1） 教育方針、教育計画及び教育方法に関する事項
　　　　（2） 学生の身分等に関する事項
　　　　（3） 単位認定等に関する事項
　　　　（4） 学位論文審査等に関する事項
        （5） 研究科年報の編集に関する事項
　　　　（6） その他委員会で必要と認める事項　　　　（29）

②　実施状況

　ａ　実施内容

保健衛生学研究科・保健衛生学科ＦＤを平成26年度より毎年度実施し、年度ごとに設定したテーマについて、
　　　　講師の講演と質疑応答による研修を行っている。
　　　　平成26年度テーマ　「学生のメンタルヘルスと教員の関わり」
　　　　平成27年度テーマ　「教育改革について」
　　　　平成28年度テーマ　「大学のグローバル化への対応に向けて」　　（29）

平成29年度テーマ　「競争的資金獲得の戦略」　　　　　　　　　（30）

　ｂ　実施方法

　　　　教員によって構成されるＦＤ実行委員会が企画・実施している。　（29）

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　　平成26年度・・・平成27年1月28日実施　参加者数47名
　　　　平成27年度・・・平成28年1月27日実施　参加者数51名
　　　　平成28年度・・・平成29年1月25日実施　参加者数47名　　　（29）

平成29年度・・・平成30年1月24日実施　参加者数41名　　　（30）
　　　　保健衛生学研究科に所属する助教以上の教員が参加している。（29）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　　教員FDや教育委員会の場において、大学院生が所属する研究室の指導教員のみに教育・研究指導を任せるより
　　　　も、指導教員を含めた複数の教員との関係を構築し継続することにより、より多角的かつ客観的に指導を行う
　　　　ことができ、教員間においても指導の分担によって、時間的な面でも相互に補うことにつながり、教育研究
　　　　活動がより効率的となる。また学生のメンタルヘルス支援という面においても望ましいという議論となり、複
　　　　数の異なる専門分野の教員による指導・評価体制を整備した。
　　　　本体制を整備することにより、学生の研究力、メンタルヘルスの向上のみならず、教員側においても、異なる
　　　　専門分野の学生を指導することによる、教育力の向上につなげられることを目指している。　　（29）

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　　平成26年度より、年末に実施している。　　（29）

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　　　　次年度の保健衛生学研究科教育委員会にて、各委員にアンケート集計結果を報告し、要望事項等に対する
　　　　対応を検討した上で、対応策とともに保健衛生学研究科委員会にて教員に報告し、ホームページで学生に
　　　　公開している。　　（29）

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）
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　　により、学部教育から連続した若手研究者養成のためのNurse-Investigator 育成Pathwayコース（平成26年度開設）

　　を促進し、また完成年度後の平成31年度からは看護学の研究・実践・教育を既に専門的に学びを進めている

　　修士課程修了者を対象とした3年次編入学試験の実施による定員充足を見込んでおり、

　　概ね順調に進行している。（30）

　　平成26年度の開設から現在まで、入学者数は入学定員を下回っておらず、順調に進行している。（29）

　　平成30年度は入学定員を下回ったものの、今後は学部カリキュラムの一部改訂（保健師教育の選択制導入）

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　　・毎年度７～９月頃公表

　ｂ　公表方法

　　・大学ホームページ上に公開

③　認証評価を受ける計画

　　平成２７年度に大学評価・学位授与機構による大学機関別認証評価を受け、平成２８年３月２４日付けで

　　機構が定める「大学評価基準を満たしている」という評価を得ている。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表（予定）の有無　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表（予定）有の場合の公表（予定）時期　　（　2018年　6月頃　　）

（注）・　「ａ　ホームページに公表（予定）有無」には，５月１日時点で公表している場合，もしくは，今後公表

　　　　する予定の場合は，「有」にマルを記入してください。今後も公表する予定がない場合は，「無」にマルを

　　　　記入してください。

　　　・　「ｂ　公表（予定）有の場合の公表（予定）時期」には，「ａ　ホームページに公表（予定）有無」で

　　　　「有」にマルを記入した場合のみ，時期を記入してください。
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